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嘉
島
町
議
会
の
平
成
30
年
第
２

回
定
例
会
は
６
月
４
日
か
ら
６
日

ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
を
は
じ
め
、
追
加
提
出
さ

れ
た
３
同
意
案
を
含
む
全
15
件

（
条
例
２
件
、
予
算
２
件
、
人
事

３
件
、
そ
の
他
８
件
）
を
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
・
承
認
、
同
意

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
７
５
３
５
万

３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
が
54
億

１
７
８
４
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
で
は
杉
本
優
氏
（
61
）
を

新
任
し
、
渕
上
昭
六
氏
（
66
）
の

再
任
に
も
同
意
。

　

３
月
の
第
１
回
定
例
会
以
降
の

町
の
主
な
動
き
と
し
て
、
荒
木
町

長
は
芝
原
の
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
っ
て
進
出
す
る
商
業
施
設
の

核
店
舗
に
Ｈ
Ｉ
ヒ
ロ
セ
が
決
ま
っ

た
こ
と
や
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ

Ｒ
）
と
連
携
し
て
進
め
る
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
な
ど
に
関
し
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
中
津
芳
春
、

森
田
義
雄
、
鍋
田
平
の
３
氏
が
加

勢
川
改
修
や
宅
地
開
発
に
伴
う
道

路
整
備
、
災
害
時
の
公
民
館
活
用

な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
は
、「
議
会
だ
よ
り
」

核
店
舗
に
Ｈ
Ｉ
ヒ
ロ
セ

　

初
夏
の
嘉
島
を
物
語
る
麦
秋
の

こ
ろ
を
迎
え
ま
し
た
。
役
場
の
周

囲
で
も
見
事
に
実
り
、「
今
年
も

豊
作
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
梅
雨
入
り

し
、
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

時
季
で
も
あ
り
、
備
え
を
怠
ら
ず

に
ま
い
り
ま
す
。

　

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
に

３
年
ぶ
り
に
開
く
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
の
証

し
で
す
。
引
き
続
き
、
被
災
者
の

皆
さ
ん
の
恒
久
的
な
住
ま
い
確
保

支
援
に
執
行
部
も
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
３
月
定
例
会
以
降
】

災
害
復
旧
事
業
の
状
況

　

○
町
道
、
河
川
、
下
水
道　

５

月
末
ま
で
の
道
路
、
河
川
の
完
了

率
が
86
％
、
下
水
道
の
完
了
率
が

85
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
年

度
中
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

○
農
業
施
設
な
ど　

農
地
等
の

復
旧
は
当
初
、
水
稲
作
付
け
に
間

に
合
う
よ
う
５
月
末
に
完
了
す
る

予
定
で
し
た
が
、
一
部
工
事
が
終

わ
ら
な
い
た
め
、
水
稲
作
付
け
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
に
、
い
っ
た

ん
工
事
を
中
断
し
て
水
稲
、
大
豆

の
収
穫
後
、
工
事
を
再
開
し
、
年

度
内
に
は
全
て
の
工
事
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。

　

○
社
会
教
育
施
設　

町
民
会
館
、

総
合
運
動
公
園
、
町
民
体
育
館
な

ど
全
て
復
旧
工
事
は
完
了
し
、
４

月
か
ら
通
常
の
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
熊
本
地
震
に

よ
る
公
共
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧

工
事
は
今
年
度
中
に
全
て
完
了
す

る
見
込
み
で
す
。

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

　

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
状
況
で

す
が
、
建
設
型
仮
設
住
宅
が
５
月

15
日
現
在
、
１
３
８
世
帯
の
３
１

９
人
、
み
な
し
仮
設
住
宅
は
４
月

末
現
在
、
65
世
帯
の
１
９
５
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
10
月
末
よ
り
総
合
相

談
窓
口
で
受
け
付
け
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
住
ま
い
の
再
建
四
つ
の

支
援
策
つ
い
て
は
、
４
月
末
現
在

の
状
況
で
す
が

・
転
居
費
用
助
成
事
業
１
６
７
件

上
程
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
３
月
定
例
会
以
降
の

町
政
報
告
を
行
う
荒
木
町
長

町
政
報
告荒

木
町
長

↑

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

芝

原

商
業
施
設

一般会計7535万3千円追加

整備用地を町長報告整備用地を町長報告
嘉島町議会 第２回定例会

ごみ処理施設

【主な一般会計補正予算】
● 復興基金交付金（農業用水路・農道復
旧、地域コミュニティー施設復旧） 
 　２５３８万５千円

● ふるさと応援寄付金積立金 
 ２５００万７千円

● ふるさと納税新規サイト導入経費 
 １４２４万２千円

● 防犯カメラ設置調査委託料　 ３００万円
● コミュニティー助成金（六嘉獅子舞保存会）
 　１９０万円

● 部活動指導員報酬など 　１５１万７千円
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・
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
支
援
助
成

事
業
４
件

・
住
ま
い
の
再
建
支
援
（
利
子
助

成
事
業
27
件

・
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子
助

成
事
業
０
件

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
に
つ
き
ま
し

て
は
２
年
の
供
与
期
間
満
了
に
伴

う
延
長
申
請
の
受
け
付
け
を
実
施

し
、

・
み
な
し
仮
設
65
世
帯
の
う
ち
35

世
帯

・
建
設
型
仮
設
１
３
８
世
帯
の
う

ち
１
０
３
世
帯

　

以
上
の
延
長
が
決
定
し
、
19
件

が
審
査
中
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
生
活
再
建
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅

　

現
在
、
農
振
除
外
、
農
地
転
用

の
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
、
本

議
会
に
お
い
て
は
都
市
再
生
機

構
（
Ｕ
Ｒ
）
と
「
災
害
公
営
住
宅

等
譲
渡
契
約
」
で
宅
地
整
備
に
関

す
る
契
約
の
締
結
を
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
８

月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
被
災
者

か
ら
の
正
式
な
入
居
申
し
込
み
受

け
付
け
を
行
い
建
設
戸
数
を
確
定
。

再
度
、
住
宅
建
設
に
関
す
る
変
更

契
約
の
締
結
を
議
会
に
お
諮
り
し

て
建
設
を
進
め
、
来
年
度
中
に
完

成
し
、
入
居
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

　

５
月
７
日
に
新
潟
市
で
小
学
生

が
殺
害
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
越
後
線
の
線

路
に
遺
体
が
遺
棄
さ
れ
る
と
い
う

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
安
全
・
安
心
の
町
づ

く
り
に
向
け
て
、
今
年
３
月
に
小

中
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
に
合
計
11

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し

た
。
今
後
は
犯
罪
の
抑
止
と
し
て

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
計
画
し
て
お
り
、
本
議
会
に
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
調
査
設
計
業
務
に

要
す
る
費
用
を
補
正
予
算
と
し
て

計
上
し
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
就
学
状
況

　

東
小
学
校
は
、
昨
年
を
上
回
る

33
人
の
新
入
児
童
を
迎
え
、
全
児

童
数
１
６
０
人
と
な
り
年
々
増
加

し
て
お
り
、
西
小
学
校
も
80
人
の

新
入
児
童
を
迎
え
１
学
年
３
学
級

の
学
級
編
成
で
全
児
童
数
も
４
５

３
人
と
昨
年
度
に
比
べ
７
人
の
増

加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
は
75
人
の
新
入

生
を
迎
え
、
全
生
徒
数
は
２
３
１

人
で
各
学
年
２
学
級
の
学
級
編
成

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
相
互
応
援
協
定

　

昨
年
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
と
菊

池
市
、
そ
し
て
本
町
に
よ
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
が
、
６
月
28
日

に
は
静
岡
県
清
水
町
と
の
災
害
時

相
互
応
援
協
定
の
調
印
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
清
水
町
は
熊

本
地
震
の
際
に
職
員
の
派
遣
支
援

を
い
た
だ
い
た
自
治
体
で
あ
り
、

災
害
対
策
の
先
進
地
で
あ
る
静
岡

県
の
先
進
的
な
自
治
体
で
も
あ
り

ま
す
。

　

今
後
の
お
互
い
の
災
害
対
応
に

と
っ
て
有
益
な
も
の
に
な
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
産
米
作
付
け
計
画

　

３
月
末
に
集
落
ご
と
に
転
作
計

画
を
実
施
し
た
後
、
町
全
体
で
調

整
を
行
い
、
町
全
体
の
作
付
け
割

合
が
水
稲
45
％
、
転
作
55
％
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
豆
の
集
落
単
位
で
の

団
地
化
か
ら
さ
ら
に
広
域
的
な
町

全
体
で
の
団
地
化
に
よ
る
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組

み
、
低
コ
ス
ト
で
高
品
質
を
目
指

し
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
用
地
の
選
定

　

熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
促
進
協
議
会
で
は
、
公
募

５
カ
所
、
推
薦
５
カ
所
の
計
10
カ

所
の
候
補
地
に
つ
い
て
「
施
設
建

設
候
補
地
評
価
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

評
価
委
員
会
に
お
い
て
８
カ
月

間
に
わ
た
る
審
議
が
行
わ
れ
、
そ

の
答
申
を
受
け
、
協
議
会
で
は
評

価
の
高
か
っ
た
２
候
補
地
か
ら
地

域
の
合
意
形
成
な
ど
総
合
的
に
考

慮
し
御
船
町
「
古
閑
原
、
古
閑
迫

地
区
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

芝
原
区
画
整
理
の
進
ち
ょ
く

　

区
域
内
道
路
お
よ
び
下
水
道
工

事
の
発
注
準
備
を
行
っ
て
お
り
、

来
春
の
商
業
施
設
オ
ー
プ
ン
予
定

に
合
わ
せ
て
事
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
公
募
に
よ
る
商
業
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
３
回
に
わ
た
る

選
定
委
員
会
の
結
果
、
既
存
店
と

共
に
町
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
い

う
意
向
の
「
ホ
ー
ム
イ
ン
プ
ル
ー

ブ
メ
ン
ト
（
Ｈ
Ｉ
）
ヒ
ロ
セ
」
を

核
と
し
た
複
合
商
業
施
設
に
決
定

し
、
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

東
部
台
地
の
区
画
整
理
状
況

　

第
１
期
工
事
区
域
の
仮
換
地
指

定
通
知
を
６
日
４
日
に
発
送
。
年

度
内
着
工
に
大
き
く
前
進
し
ま
し

た
。企

業
誘
致
に
つ
い
て

　

下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画
区

域
に
お
い
て
金
剛
株
式
会
社
の
工

場
が
落
成
し
、
倉
岡
紙
工
は
年
内

に
着
工
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
同
地
区
へ
進
出
予
定
の

物
流
会
社
２
社
の
地
区
計
画
地
元

説
明
会
を
５
月
１
日
に
実
施
し
ま

し
た
。

第
３
子
以
降
の
幼
保
無
償
化

　

３
月
の
第
１
回
定
例
会
で
報
告

い
た
し
ま
し
た
多
子
世
帯
の
子
育

て
拡
充
に
関
す
る
第
３
子
以
降

（
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
）
保
育
の

無
償
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
議

会
に
予
算
を
計
上
し
、
４
月
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
運
用
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
県
の
要
項
が

施
行
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
県
の

要
項
施
行
後
、
町
で
も
要
項
を
整

備
し
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
無
償

化
を
実
施
し
ま
す
。

↑
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農
業
委
員
会
お
よ
び
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
に
対
す
る
開
示
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

開
示
請
求
に
対
す
る
不
服
申
し
立

て
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
個
人
情
報
保
護
条
例

○
議
会
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委

員
会
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
対
す
る
個
人
情
報
の
開

示
請
求
（
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求

を
除
く
）、
訂
正
請
求
お
よ
び
是

正
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
開
示
請

求
お
よ
び
訂
正
請
求
に
対
す
る
不

服
申
し
立
て
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
詳
し
く
は
町
企
画
情
報
課
☎

２
３
７－

２
６
４
１
ま
で
。

　

同
推
進
委
員
長
の
荒
木
町
長
が

町
民
の
健
康
維
持
・
増
進
に
当
た

っ
て
「
個
々
人
の
心
掛
け
と
共
に
、

組
織
的
な
施
策
の
展
開
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
」
と
健
康
寿
命
を
延

ば
す
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
子
育
て

中
の
母
子
を
は
じ
め
、
青
壮
年
や

高
齢
者
と
い
っ
た
世
代
ご
と
の
健

康
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る
一
方
、

世
代
を
超
え
て
日
ご
ろ
の
生
活
習

慣
を
見
直
す
取
り
組
み
や
「
お
い

し
く
、
楽
し
く
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
食
育
の
輪
を
広
げ
る
活
動

な
ど
も
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

町
情
報
公
開
条
例

町
情
報
公
開
条
例

　

昨
年
度
の

　

昨
年
度
の

　

運
用
状
況

　

運
用
状
況

　
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
が

５
月
29
日
、
東
京
・
首
相
官
邸
で

開
か
れ
＝
写
真
、
地
方
６
団
体
の

代
表
と
安
倍
首
相
ら
閣
僚
が
意
見

交
換
。
こ
の
中
で
、
全
国
町
村
会

長
の
荒
木
町
長
は
熊
本
地
震
へ
の

国
の
手
厚
い
支
援
に
謝
意
を
表
し
、

引
き
続
き
被
災
者
の
恒
久
的
な
住

ま
い
確
保
は
じ
め
創
造
的
な
復
興

サ
ポ
ー
ト
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
政
府
の
「
骨
太
の
方

針
」
が
テ
ー
マ
。
荒
木
町
長
ら
は

地
方
交
付
税
な
ど
自
由
に
使
え
る

一
般
財
源
の
十
分
な
確
保
を
要
請

す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
に
関

し
て
各
省
庁
で
連
携
・
協
力
し
て

人
財
面
の
支
援
継
続
と
拡
充
を
求

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
安
倍
首
相
は
地

方
創
生
が
人
口
減
少
の
克
服
に
直

結
す
る
と
指
摘
、「
情
報
、
人
材
、

財
政
面
で
積
極
的
に
支
援
し
、
地

域
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
麻
生
太
郎

財
務
相
は
「
首
長
の
経
営
能
力
が

問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
」

と
地
方
側
に
行
政
運
営
の
効
率
化
、

経
費
削
減
を
要
求
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
健
康
づ
く
り
推
進
委
員

会
が
５
月
25
日
、
町
役
場
で
開
か

れ
、
町
内
の
保
健
医
療
は
じ
め
関

係
団
体
の
代
表
ら
20
人
が
平
成
30

年
度
に
推
進
す
る
事
業
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
で
は
、
情
報
公
開
条
例

お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条
例
を
平

成
14
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
、

そ
の
運
用
を
毎
年
度
公
表
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
運
用
状
況
は
次

の
通
り
で
す
。

●
情
報
公
開
条
例

○
町
長
、
議
会
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、

区

分

開
示
請
求

実
施
機
関
名

町
長

計

請
求
件
数

１

１

請求・申出に対する決定等の内容

全
部
開
示

１

１

部
分
開
示

０

０

不
開
示

０

０

不
存
在

０

０

在
否
拒
否

０

０

取
下
げ

０

０

※
「
口
頭
に
よ
る
個
人
情
報
開
示

請
求
」
と
は
、
実
施
機
関
が
あ
ら

か
じ
め
定
め
た
個
人
情
報
に
つ
い

て
、
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
を
認

め
る
も
の
で
、
現
在
、
町
職
員
の

採
用
試
験
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
分

口

頭

に

よ

る

個
人
情
報
開
示
請
求

実
施
機
関

町　
　

長

計

試
験
等
の

名　
　

称
嘉
島
町
職
員
（
一
般

事
務
）
採
用
試
験

開
示
件
数

６

６

町
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
協
力
を

求
め
た
荒
木
町
長

熊
本
地
震
へ
支
援

熊
本
地
震
へ
支
援

荒
木
町
長
な
お
要
請

荒
木
町
長
な
お
要
請

首
相
ら
と

協
議
の
場

世代超えた世代超えた
食育の輪を食育の輪を

町健康づくり推進委
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嘉
島
の
観
光
物
産

嘉
島
の
観
光
物
産

郡
内
連
携
で
振
興

郡
内
連
携
で
振
興

嘉
島
町
役
場
で
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
に
署
名
後
、
静

岡
県
清
水
町
の
山
本
博
保
町
長
（
右
）
と
が
っ
ち
り
と
握
手

す
る
荒
木
町
長

　

嘉
島
町
と
静
岡
県
清
水
町
が
連

携
す
る
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締

結
式
が
６
月
28
日
、
行
わ
れ
ま
し

た
。
嘉
島
町
が
他
自
治
体
と
災
害

協
定
を
結
ぶ
の
は
昨
年
７
月
の
菊

池
、
佐
賀
県
伊
万
里
の
両
市
以
来

で
、
九
州
外
は
初
め
て
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
で
は
近
隣
自
治

体
の
同
時
被
災
が
避
け
ら
れ
ず
、

広
域
的
な
応
援
態
勢
が
不
可
欠
。

熊
本
地
震
の
際
、
応
援
職
員
の
派

遣
を
受
け
入
れ
た
縁
に
加
え
、
全

国
町
村
会
長
の
荒
木
町
長
と
静
岡

県
町
村
会
長
の
山
本
博
保
・
清
水

町
長
と
の
ト
ッ
プ
交
渉
が
実
を
結

び
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
は
じ
め
清
水
町
の
一

行
を
迎
え
、
嘉
島
町
役
場
で
行
わ

れ
た
締
結
式
で
荒
木
、
山
本
の
両

町
長
が
大
規
模
災
害
時
、
互
い
に

支
援
し
合
う
こ
と
を
明
記
し
た
協

定
書
に
署
名
。
荒
木
町
長
が
熊
本

地
震
を
教
訓
に
「
万
全
の
備
え
を

共
に
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛

け
る
と
、
山
本
町
長
も
「
お
世
話

に
な
っ
た
わ
が
町
の
職
員
が
絶
賛

す
る
嘉
島
町
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
、
心
強
い
限
り
で
す
」
と

応
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
で
、
両
町
は
い
ず

れ
か
が
大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
場
合
、
被
災
側
の
要
請
に
応

じ
て
食
糧
や
飲
料
水
、
生
活
必
需

品
、
救
援
・
復
旧
の
た
め
の
機
材

な
ど
を
提
供
し
合
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

嘉
島
町
の
災
害
対
策
会
議
と
水

防
協
議
会
の
合
同
会
合
が
６
月
８

日
、
町
役
場
に
消
防
団
幹
部
や
嘱

託
員
、
交
通
指
導
員
、
町
内
小
中

学
校
、
御
船
警
察
署
、
上
益
城
消

防
本
部
、
県
上
益
城
地
域
振
興
局

な
ど
関
係
機
関
の
代
表
ら
60
人
余

り
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。

　

加
え
て
、
国
土
交
通
省
熊
本
河

大
規
模
災
害
に
相
互
応
援

大
規
模
災
害
に
相
互
応
援

川
国
道
事
務
所
は
じ
め
５
団
体
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
列
席
す
る

中
、
荒
木
町
長
が
何
か
あ
れ
ば
必

ず
出
動
す
る
各
機
関
の
献
身
的
な

活
動
に
謝
意
を
表
し
て
「
備
え
を

怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

熊
本
地
震
の
教
訓
」
と
防
災
・
減

災
へ
の
連
携
強
化
を
改
め
て
訴
え

ま
し
た
。

　

福
岡
管
区
気
象
台
が
先
に
発
表

し
た
熊
本
を
含
む
九
州
北
部
地
方

の
３
カ
月
予
報
（
６
〜
８
月
）
と

共
に
町
の
災
害
対
策
要
綱
、
救
助

計
画
に
関
す
る
説
明
に
続
き
、
西

村
に
急
傾
斜
地
崩
壊
（
が
け
崩

れ
）
危
険
箇
所
・
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
新
た
に
設
定
し
た
本
年
度

の
水
防
計
画
書
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

災
害
対
策
と
水
防　

合
同
会
合

災
害
対
策
と
水
防　

合
同
会
合

　

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会

の
平
成
30
年
度
総
会
が
６
月
４
日
、

嘉
島
町
役
場
に
荒
木
町
長
は
じ
め

郡
内
５
町
の
首
長
ら
が
出
席
し
て

開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

管
内
の
特
産
・
農
産
品
を
取
り

そ
ろ
え
る
観
光
物
産
展
を
地
元
テ

レ
ビ
局
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
開
催
。

ま
た
全
国
の
旅
行
会
社
や
Ｊ
Ｒ
各

社
な
ど
に
呼
び
掛
け
、「
熊
本
観

光
」
を
売
り
込
む
会
議
に
参
加
す

る
な
ど
本
年
度
の
事
業
計
画
を
決

め
、
熊
本
地
震
で
減
少
し
た
観
光

交
流
人
口
の
回
復
、
拡
大
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

荒
木
町
長
は
防
災
・
減
災
へ
の
関
係

団
体
の
連
携
強
化
を
改
め
て
訴
え
た

嘉島町、静岡・清水町と協定嘉島町、静岡・清水町と協定

嘉
島
町

嘉
島
町
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苑
」
を
訪
ね
、
歌
や
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

園
児
た
ち
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
や
入
所
者
ら
に
「
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と

呼
び
掛
け
、
今
回
の
慰
問
に
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
だ
童
謡
や
歌
謡
曲

な
ど
の
練
習
の
成
果
を
発
表
。
園

児
た
ち
の
愛
ら
し
い
振
り
付
け
に
、

お
年
寄
り
た
ち
は
す
っ
か
り
見
入

り
、「
ま
た
ね
」
と
握
手
し
て
回
る

園
児
た
ち
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の

ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
協
力
す
る
同
保
育

園
と
同
様
、
東
部
幼
光
保
育
園
の

園
児
た
ち
も
25
日
、
慰
問
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

が
６
月
12
日
、
嘉
島
町
北
甘
木
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
康
寿

　

嘉
島
幼
稚
園
で
6
月
19
日
、

「
食
育
の
日
」
親
子
教
室
が
開
か

れ
、
園
児
た
ち
は
町
の
栄
養
士
や

保
健
師
、
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
（
食
改
）
の
〝
出
前
授
業
〞

や
調
理
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

年
長
園
児
た
ち
の
特
別
講
師
を

務
め
た
の
は
、
色
鮮
や
か
な
手
製

か
っ
ぽ
う
着
に
身
を
包
ん
だ
食
改

さ
ん
ふ
ん
す
る
〝
３
色
食
品
群
シ

ス
タ
ー
ズ
〞。
３
人
は
体
を
つ
く

る
肉
や
魚
な
ど
の
赤
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
る
コ
メ
や
パ
ン
な
ど

の
黄
、
体
の
調
子
を
整
え
る
野
菜

や
果
物
の
緑
そ
れ
ぞ
れ
の
食
べ
物

を
分
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
。

　

保
護
者
も
加
わ
っ
た
調
理
実
習

で
は
、
３
色
食
品
群
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
「
ニ
ラ
チ
ヂ
ミ
」
づ
く

り
。
園
児
た
ち
は
野
菜
を
切
り
刻

ん
だ
り
、
生
地
の
小
麦
粉
や
片
栗

粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
り
、
調
理
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
毎
年
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
食
育
関
連
行
事
を
企
画
し
て
お

り
、「
園
児
た
ち
に
は
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
朝
食
を
と
る
た
め
、

早
寝
早
起
き
を
習
慣
づ
け
て
ほ
し

い
」
と
町
民
課
で
は
話
し
て
い
ま

す
。

　

幼
光
保
育
園
の
年
長
園
児
23
人

楽
し
く
調
理
実
習
に
取
り
組
む

嘉
島
幼
稚
園
の
園
児
た
ち

嘉
島
幼
稚
園
児

〝
食
〞
学
ぶ

〝
食
〞
学
ぶ

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
の
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー

ズ
の
主
力
選
手
ら
が
６
月
１
日
、

嘉
島
西
小
で
４
年
生
を
対
象
に
し

た
特
別
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

北
甘
木
に
九
州
熊
本
工
場
を
構

え
る
サ
ン
ト
リ
ー
が
グ
ル
ー
プ
を

挙
げ
て
地
震
で
被
災
し
た
子
ど
も

た
ち
を
元
気
づ
け
、
健
康
づ
く
り

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
復
興
支
援
活
動

の
一
環
で
す
。

　

来
校
し
た
荻
野
正
二
監
督
や
鎮

西
高
Ｏ
Ｂ
の
セ
ッ
タ
ー
、
岡
本
祥

吾
選
手
（
山
都
町
出
身
）
ら
は
、

多
く
が
初
め
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
児
童
た
ち
を
手

取
り
足
取
り
指
導
。
ア
ン
ダ
ー
レ

シ
ー
ブ
か
ら
ト
ス
、
ス
パ
イ
ク
と

順
を
追
っ
た
基
本
練
習
に
、
仕
上

げ
に
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
。
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
時
折
、
披
露

し
た
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
驚
き
の

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
・
サ
ン
バ
ー
ズ
の

選
手
と
一
緒
に
練
習

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
挑
む

嘉
島
西
小

児　
　

童

　嘉島町北甘木のサントリー九州熊本工場が
見学者の送迎のために運行している無料シャ
トルバスがＪＲ熊本駅にも一部差し向けられ
るようになりました。
　工場と熊本城「桜の馬場城彩苑」の間を毎
日４往復しているシャトルバスのうち、１往
復に限って６月からＪＲ熊本駅「新幹線口

（西口）」まで運行。県外や海外からやって来
る見学者の利便を図っています。
　同社によりますと昨年４月、熊本地震によ
る休止から再開された工場見学者は今年３
月までに約８万人。震災前の約 10 万４千人
（2015 年度実績）には及ばないものの、「今
年に入って増加傾向」ということです。

見学バス JR熊本駅にも見学バス JR熊本駅にも
北甘木のサントリー工場

幼
光
保
育
園
児

元
気
贈
る

元
気
贈
る
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「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
で
住

ま
い
が
全
半
壊
し
、
自
力
で
の
再

建
が
難
し
い
方
の
た
め
に
、
嘉
島

町
が
整
備
す
る
災
害
公
営
住
宅
の

入
居
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

町
が
入
居
申
し
込
み
を
受
け
付

け
る
の
は
、
荒
尾
（
上
六
嘉
）
18

戸
、
門
ノ
久
（
西
村
）
19
戸
、
蔵

園
（
上
島
）
12
戸
、
浮
明
（
鯰
）

11
戸
の
計
４
団
地
60
戸
で
す
。
い

ず
れ
も
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
一
部
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）
で
、
来
年
７
〜
12
月
に
完
成

の
見
込
み
で
す
。

　

震
災
で
被
災
し
た
町
の
仮
設
住

宅
（
み
な
し
含
む
）
入
居
者
は
５

月
末
現
在
、
１
９
５
世
帯
４
９
８

人
。
町
で
は
被
災
者
の
恒
久
的
な

住
ま
い
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
公
営
住
宅
の
申
し

込
み
受
け
付
け
は
８
月
１
〜
31
日

（
土
・
日
除
く
）
で
す
。
入
居
の

要
件
や
申
し
込
み
の
手
続
き
な
ど

に
関
し
、
町
建
設
課
管
理
係
（
☎

２
３
７－

２
６
１
９
）
は
「
詳
し

く
は
広
報
か
し
ま
７
月
号
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
（
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

町
内
の
栽
培
協
力
農
家
募
る

町
内
の
栽
培
協
力
農
家
募
る

　

自
治
体
や
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
団
体
で
組
織
す
る

上
益
城
地
域
献
穀
事
業
推
進
協
議
会
（
仮
称
）

は
、
皇
室
行
事
で
あ
る
来
年
の
新
嘗
祭
（
に
い

な
め
さ
い
）
に
献
上
す
る
コ
メ
と
ア
ワ
を
栽
培

す
る
嘉
島
町
の
協
力
農
家
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
コ
メ
づ
く
り
に
意
欲
的
な

町
内
の
農
家
で
す
。
栽
培
田
周
辺
地
域
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
公
募

し
、
７
月
20
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

　

新
嘗
祭
は
、
例
年
11
月
23
日
に
執
り
行
わ
れ

る
五
穀
豊
穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
感
謝
の
皇
室
行

事
。
献
穀
は
全
国
の
都
道
府
県
か
ら
行
わ
れ
、

熊
本
県
で
は
県
内
10
振
興
局
単
位
の
地
域
ご
と

に
持
ち
回
り
で
栽
培
協
力
農
家
を
選
考
し
て
い

ま
す
。
来
年
は
平
成
か
ら
の
改
元
後
、
初
の
新

嘗
祭
と
な
り
ま
す
。

　

応
募
な
ど
詳
し
く
は
町
農
政
課
☎
２
３
７－

２
６
２
９
ま
で
。

写真上は優勝した嘉島東小の児童ら。
写真下は自転車の実技テストの様子

　

嘉
島
町
な
ど
御
船
警
察
署
管
内

の
小
学
生
が
学
校
対
抗
の
団
体
と

個
人
で
競
い
合
う
交
通
安
全
子
供

自
転
車
大
会
が
６
月
16
日
、
町
民

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
、
西
の
両
小
と
広
安
西

小
（
益
城
町
）
の
３
チ
ー
ム
が
出

場
。
開
会
式
で
は
荒
木
町
長
か

ら
「
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
く

だ
さ
い
」
と
選
手
に
エ
ー
ル
が
送

ら
れ
、
嘉
島
西
小
６
年
の
緒
方
葵

生
選
手
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
交
通
規

則
に
関
す
る
学
科
テ
ス
ト
に
続
き
、

交
差
点
を
通
過
す
る
場
合
の
自
転

車
の
正
し
い
乗
り
方
な
ど
安
全
走

行
に
加
え
、
ジ
グ
ザ
グ
や
で
き
る

だ
け
ゆ
っ
く
り
進
む
と
い
っ
た
技

能
走
行
の
実
技
テ
ス
ト
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。

　

採
点
の
結
果
、
嘉
島
東
小
（
渡

邉
初
月
・
福
永
瑠
菜
・
増
田
梨

央
・
工
藤
匠
・
村
本
桜
姫
・
西
岡

和
・
西
岡
氣
※
補
員
を
含
む
）
が

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の

成
績
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。

　

▽
団
体　

②
広
安
西
小
③
嘉
島

西
小
（
緒
方
葵
生
・
笠
貴
彦
・
藤

原
琉
誠
・
渡
邉
想
菜
）
▽
個
人　

①
渡
邉
初
月
（
嘉
島
東
）
②
前
田

大
介
（
広
安
西
）
③
福
永
瑠
菜

（
嘉
島
東
）

交通安全…子供自転車大会交通安全…子供自転車大会 御船署
管　内

嘉
島
東
小

嘉
島
東
小

　

優
勝
飾
る

　

優
勝
飾
る

― ― 町災害公営住宅町災害公営住宅  ――
来
年
の
新
嘗
祭
へ
献
穀

来
年
の
新
嘗
祭
へ
献
穀  

―
―
―
―

―
―
―
―

来月来月  入居入居受け付け受け付け



広報かしま2018.7

8

17：30　開幕のかしま太鼓

17：35　実行委員会会長の荒木町長あいさつ

17：40　かしま太鼓演奏

17：55　嘉島町消防音楽隊演奏

18：15　嘉島中学校吹奏楽部演奏

18：35　Ｂ-fitスポーツクラブ「ダンスショー」

18：55　「熊本クリアーズ」ライブ

19：15　「際田まみ」ライブ

19：35　「山鹿灯籠踊り保存会」演舞

19：50　町のイメージソング 
 　「輝くまちで」お披露目 
 　作詞・作曲の「際田まみ」

20：00　花火大会

20：30　閉幕

●
●
● 

ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ　

プ
ロ
グ
ラ
ム
●
●
●

　

嘉
島
町
の
夏
の
夜
を
彩
る
「
か
し
ま
水
の
郷
（
さ
と
）
ま

つ
り
２
０
１
８
」
は
８
月
４
日
（
土
曜
）
午
後
５
時
半
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
屋
上
駐
車
場
（
西
側
）
で
幕
を
開
け
ま

す
。
会
場
が
昨
夏
ま
で
の
南
側
駐
車
場
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

今
夏
は
在
熊
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
際
田
ま
み

さ
ん
が
作
詞
・
作
曲
し
た
町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
輝
く
ま

ち
で
」
を
自
ら
披
露
す
る
の
を
は
じ
め
、
お
掃
除
ア
イ
ド
ル

ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
熊
本
ク
リ
ア
ー
ズ
、
山
鹿
灯
籠

踊
り
保
存
会
な
ど
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ

進
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
別
表
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。
総
合
司

会
は
タ
レ
ン
ト
大
田
黒
浩
一
さ
ん
。
会
場
に
は
地
元
サ
ン
ト

リ
ー
九
州
熊
本
工
場
直
送
「
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
」

コ
ー
ナ
ー
も
。

　

ま
た
、
呼
び
物
の
打
ち
上
げ
花
火
約
３
千
発
は
午
後
８
時

ス
タ
ー
ト
の
見
込
み
で
す
。
な
お
、
ま
つ
り
が
荒
天
な
ど
で

中
止
と
な
っ
た
場
合
、
花
火
大
会
の
み
８
月
10
日
（
金
曜
）

午
後
８
時
に
開
催
予
定
で
す
。

屋上駐車場（西側）が
今年のまつり会場です

<会場>

山鹿灯籠踊りの様子

熊本クリアーズの皆さん

司会の大田黒浩一さん際田まみさん
〇 

ま
つ
り
会
場
が
今
夏
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本「
南
側
駐
車
場
」
か

ら
「
屋
上
駐
車
場（
西
側
）」
に
変

更
さ
れ
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

屋
上
の
会
場
へ
お
越
し
の
際

は
案
内
・
誘
導
に
従
っ
て
階
段
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

例
年
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

る
か
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用

が
便
利
で
す
。

○ 

車
で
ご
来
場
の
際
、
会
場
周
辺

の
迷
惑
駐
車
や
路
上
駐
車
は
お

や
め
く
だ
さ
い
。
特
に
、
花
火

見
物
の
際
、
通
行
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。

○ 

花
火
打
ち
上
げ
の
際
、
風
向
き

に
よ
っ
て
は
、
花
火
の
ご
み
が

落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

一
帯
は
大
型
車
の
通
行
も
多
く

危
な
い
の
で
、
路
側
帯
か
ら
は

見
物
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

イオンモール熊本 屋上駐車場屋上駐車場に会場変更に会場変更

来
月
４
日
開
催

ご
注
意
願
い
ま
す

　
　
「
輝
く
ま
ち
で
」

　
　
「
輝
く
ま
ち
で
」（（  
町
イ
メ
ー
ジ

町
イ
メ
ー
ジ

　
　

ソ
ン
グ

　
　

ソ
ン
グ  

））

披
露
披
露

際
田
ま
み
さ
ん
、
ク
リ
ア
ー
ズ
、
山
鹿
灯
籠
踊
り
も

際
田
ま
み
さ
ん
、
ク
リ
ア
ー
ズ
、
山
鹿
灯
籠
踊
り
も
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　この事業は、認可保育所の利用要件を満たして申し込みを行ったが利用できない児童について、一定条
件（所得要件や対象施設など）を満たす場合で認可外保育施設を利用している児童の保護者の方に対し、
利用料の一部について支援を行う事業です。

【対象者について】　　以下①～⑥の要件を全て満たす児童の保護者の方が対象となります。

①  認可保育所の利用要件を満たして申し込みを行ったが、認可保育所に入所できず待機となっている

②  嘉島町に住民登録があり、対象児童と同一の世帯に属し、保育所申込時に保護者欄に記載されている方

③  本助成金の対象となる認可外保育施設（※１）を月単位で契約し利用している

④  就労・就学・疾病などにより、現にご家庭での保育ができない

⑤  認可保育所の保育料算定を基準に該当年度（※２）の市町村民税の所得割額が 97,000 円未満

⑥  申請時に認可保育所の保育料または町税の滞納がない

※１　対象となる認可外保育施設と利用形態
　　　 熊本県（政令指定都市も含む）へ届け出を行っている認可外保育施設（児童福祉法第 59条の 2第 1

項に規定する施設）。ただし、利用形態については、おおむね 1日 4時間以上かつ月 13 日以上利用
する見込みで契約を行っていることが要件となります。

※２　 ４～８月分は、前年度分の市町村民税の所得割額を９月～平成 31 年３月分は、本年度分の市町村
民税の所得割額を基に本助成金の対象であるか判断します。

　　　 　なお、ご事情により転出された場合は、転出日の属する月の前月までを助成対象とします。また、
食事代、延長料金などは助成対象外とします。

【助成金額について】
　助成金の額は助成対象経費から階層区分により算出される保育料月額相当額を差し引いた額に対象月数
を乗じた額を支給します。ただし、下表の通り所得階層区分に応じて助成上限額があります。なお、所得
階層別の助成上限額よりも、利用している認可外保育施設の利用料が少ない場合は、実際の利用料が上限
となります。

嘉島町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額に関する規則
別表第 2の階層区分 ３歳未満児 ３歳以上児

第１階層 生活保護世帯等 18,000 円 16,000 円

第２階層 市町村民税非課税世帯 16,000 円 14,000 円

第３階層 市町村民税所得割額が 48,600 円未満の世帯 14,000 円 12,000 円

第４階層 市町村民税所得割額が 48,600 円以上 97,000 円未満の世帯 10,000 円 10,000 円

※ 認可保育所保育料算定基準該当年度の市町村民税所得割額が 97,000 円以上 （平成 30 年度特定保育等に係る利用者負担額
表の第 5～ 8階層）の方は対象となりません。

【助成金の申請期限について】

通園期間 申請期限

平成 30 年 4 ～ 8 月 平成 30 年 9 月 1 日～ 10 月 31 日まで

平成 30 年 9 月～平成 31 年 3 月 平成 31 年 4 月 1 ～ 30 日まで

※交付申請は、必ず指定された申請期限までに申請を行ってください。
　申請期限を過ぎた場合、理由を問わず助成金は交付できませんのでご注意ください。

　申請書類などは、窓口に準備しておりますので申請を希望される方は町民課福祉係までお問い合わせく
ださい。

～嘉島町待機児童支援助成事業のご案内～

役場町民課福祉係　☎ 237-2576
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り
巻
く
厳
し
い
現
状
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、
改
め
て
牛
乳
の
消
費

拡
大
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
牛
乳
を
手
渡
し
ま
し

た
＝
写
真
。

☆
町
に
製
氷
機
贈
る

　

嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
を
練
習

場
に
す
る
九
州
女
子
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
１
部
の
熊
本
ル
ネ
サ
ン
ス

Ｆ
Ｃ
を
支
援
す
る
運
送
会
社
「
サ

ン
エ
ッ
ク
ス
」（
本
社
・
甲
佐
町
、

「
木
村
の
あ
ら
れ
」
の
グ
ル
ー
プ

会
社
）
が
５
月
24
日
、
町
に
製
氷

機
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

木
村
嘉
宏
社
長
は
、
町
民
会
館

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
同
Ｆ
Ｃ

の
山
下
恭
典
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
共
に
臨
み
、「
夏
場
を

迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
は
じ
め

嘉
島
の
皆
さ
ん
の
熱
中
症
対
策
な

ど
に
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
髙
野
隆
町
教
育
長
に
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

町
は
今
回
、
寄
贈
さ
れ
た
製
氷

機
を
総
合
運
動
公
園
に
配
備
し
ま

し
た
。

☆ 

父
の
日
に
ち
な
み

　

牛
乳
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

熊
本
乳
牛
農
業
協
同
組
合
（
嘉

島
町
）
女
性
部
が
６
月
15
日
、
父

の
日
（
17
日
）
に
ち
な
ん
で
町
教

委
に
髙
野
隆
教
育
長
を
訪
ね
、
瓶

入
り
牛
乳
９
０
０
㍉
㍑
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　
「
父
の
日
に
牛
の
〝
ち
ち
〞
を
」

と
い
う
語
呂
合
わ
せ
の
牛
乳
の
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
同
組
合
女
性

部
長
の
藤
木
陽
子
さ
ん
（
下
仲

間
）
が
公
務
で
不
在
の
荒
木
町
長

に
代
わ
る
髙
野
教
育
長
に
、
県
産

を
は
じ
め
と
す
る
牛
乳
生
産
を
取

子宮頸（けい）がん・乳がん、肝炎ウイルス無料検診
　嘉島町はがん検診を実施しています。
　下記の対象となる方に、検診費用が無料になるクーポン券（肝炎ウィルス検診対象者には通知）を 6月
中旬に送付しています。
　これは町民の皆さまに、がん検診の受診機会を提供、受診促進を図っていただくとともに、がんの早期
発見と正しい健康意識の普及啓発、健康の保持増進を図っていただくことを目的とした国の補助事業です。
　この機会に、ぜひ検診の受診をお願いいたします。
※ なお、集団検診（８月 25 ～ 28 日、８月 30 日に実施）で受診される場合は、事前の申し込みが必要と
なります。

肝炎ウイルス検診の対象となられる方 
年齢 生年月日（年齢基準日：平成 30 年 4 月 1 日）
40 歳 昭和 52（1977）年 4月 2日～昭和 53（1978）年 4月 1日
45 歳 昭和 47（1972）年 4月 2日～昭和 48（1973）年 4月 1日
50 歳 昭和 42（1967）年 4月 2日～昭和 43（1968）年 4月 1日
55 歳 昭和 37（1962）年 4月 2日～昭和 38（1963）年 4月 1日
60 歳 昭和 32（1957）年 4月 2日～昭和 33（1958）年 4月 1日

乳がん検診の対象となられる方 
年齢 生年月日（年齢基準日：平成 30 年 4 月 1 日）

40 歳（女性） 昭和 52（1977）年 4月 2日～昭和 53（1978）年 4月 1日

子宮頸がん検診の対象となられる方 
年齢 生年月日（年齢基準日：平成 30 年 4 月 1 日）

20 歳（女性） 平成 9（1997）年 4月 2日～平成 10（1998）年 4月 1日

※事前申し込みが必要な場合などは、役場町民課保健係☎ 237-2574
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嘉島町職員採用試験
○試験職種および採用予定人員など 
区　分 職　種 採用予定数 受　験　資　格 勤務先と職務内容

高等学校
卒業程度 一般事務 １人程度 平成４年４月２日から平成 13 年４月１

日までに生まれた者

町長部局または教育委員
会事務部局などに勤務し、
一般事務に従事する。

資　 格
免 許 職 保健師 １人程度

昭和 63 年４月２日から平成 10 年４月
１日までに生まれた者で、保健師の資
格を有する者（平成 31 年３月までに取
得見込みの者を含む）

町長部局に勤務し、保健
業務に従事する。

○受 付 期 間　７月 23日（月）～８月 10日（金）

　　　　　　　（土曜・日曜を除く）
　　　　　　　受付時間は午前８時 30分から午後５時まで。
　　　　　　　郵送の場合は８月 10日（金）までの消印のあるものに限り受け付ける。
○申し込み手続き　　試験申込書を持参か郵送

　　　　　　　　　　【試験申込書は役場総務課に請求するか、町ホームページからもダウンロード可能】
○試　験　日　　１次試験：９月 16日（日）８時 30分集合

　　　　　　　　２次試験：１次試験合格者のみ 11月上旬の予定
○試　験　場　　熊本県立御船高等学校

○試験の種類　　一般事務…教養試験・作文試験・職場適応性検査

　　　　　　　　保健師　…教養試験・専門試験・作文試験・職場適応性検査

○申し込み・お問い合わせ先

　　　〒 861-3192　上益城郡嘉島町上島５３０
　　　　嘉島町役場総務課人事広報係
　　　　　　　☎ 237-1112（内線 213）

当
た
り
ま
す
。

　

杉
本
さ
ん
は
新
任
で
元
国
税
局

職
員
。
再
任
の
渕
上
さ
ん
は
３
期

目
で
元
町
税
務
課
長
。

　

国
直
轄
の
治
水
事
業
促
進
を
求

め
る
嘉
島
町
な
ど
が
加
わ
る
九
州

治
水
期
成
同
盟
連
合
会
の
定
期
総

会
が
５
月
22
日
、
熊
本
市
内
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
じ
め
九
州
７
県
の

市
町
村
の
首
長
ら
約
２
４
０
人
が

列
席
。
２
年
前
の
熊
本
地
震
や
昨

年
の
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
の
復
興

へ
向
け
、
国
に
集
中
投
資
を
要
求

す
る
こ
と
を
決
議
し
た
ほ
か
、
来

年
度
の
政
府
予
算
に
も
盛
り
込
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
要
望
な
ど

行
っ
て
い
く
活
動
計
画
も
決
め
ま

し
た
。

　

嘉
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
（
定
数
３
）
の
任
期
満

了
に
伴
っ
て
６
月
12
日
、
滝
河
原

の
杉
本
優
さ
ん
（
61
）
と
西
村
の

渕
上
昭
六
さ
ん
（
66
）
に
荒
木
町

長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
３
年
。
固
定
資

産
の
評
価
に
関
す
る
不
服
申
し
立

て
に
対
し
、
同
委
員
会
が
審
査
に

　

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
フ
ォ
ア
で
優
勝

し
た
同
校
メ
ン
バ
ー
の
田
口
さ
ん

ら
は
８
月
、
岐
阜
・
長
良
川
国
際

レ
ガ
ッ
タ
コ
ー
ス
で
開
か
れ
る
全

国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

カ
ヌ
ー
競
技
に
出
場
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

嘉
島
中
出
身
で
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
（
神
奈
川
）
３
年
の

田
口
雅
也
さ
ん
が
所
属
す
る
カ

ヌ
ー
部
が
、
平
成
30
年
度
関
東
高

校
カ
ヌ
ー
大
会
（
６
月
９
・
10
日
、

山
梨
・
精
進
湖
）
ス
プ
リ
ン
ト
の

学
校
対
抗
で
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

町
固
定
資
産
評
価
委
員

町
固
定
資
産
評
価
委
員

新
任
の
杉
本
氏
ら

新
任
の
杉
本
氏
ら

町
長
が
辞
令
交
付

町
長
が
辞
令
交
付

治
水
に
集
中
投
資

治
水
に
集
中
投
資

国
へ
の
要
求
決
議

国
へ
の
要
求
決
議

嘉
島
町
な
ど

嘉
島
町
な
ど

田
口
田
口
ささ
んん
（
嘉
島
中
出
身
）

（
嘉
島
中
出
身
）
出
場
へ

出
場
へ

全
国
高
校
総
体

全
国
高
校
総
体

カ
ヌ
ー
競
技

カ
ヌ
ー
競
技

杉本優さん
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

刑
法
犯
〜
御
船
署
管
内
で
空
き
巣
、

車
上
狙
い
の
盗
難
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
家
の
戸
締
ま
り
、
車
の
施

錠
を
必
ず
行
い
、
車
内
に
貴
重
品
を

置
か
な
い
な
ど
被
害
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
〜
町
内
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
反
射
材

の
着
用
、
前
照
灯
の
早
め
点
灯
な
ど

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）５月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.5 4 59 0 0 0 0 0 0

H30 累計 23 254 0 0 14 2 0 5

前年比 -5 -44 ± 0 ± 0 ± 0 -4 -1 +1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.5 18 196 2 0 2 4 0 0

H30 累計 76 893 6 1 18 13 1 8

前年比 -15 -29 +4 +1 -6 +5 -1 +1

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）
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ご
存
じ
で
す
か

児
童
手
当
の
寡
婦
（
夫
）
控
除
の

み
な
し
適
用
に
つ
い
て

　

未
婚
の
ひ
と
り
親
の
う
ち
、
要
件
を

満
た
す
者
に
つ
い
て
、
児
童
手
当
の
所

得
制
限
の
判
定
に
か
か
る
所
得
額
の
算

定
に
お
い
て
、地
方
税
法
上
の
寡
婦
（
夫
）

控
除
と
同
様
の
取
り
扱
い
と
し
ま
す
。

○
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
者

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
り
、
現

に
婚
姻
（
届
け
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
場
合
を
含
む
）
を
し
て
い
な
い
者
の

う
ち
、
扶
養
親
族
そ
の
他
、
そ
の
者
と

生
計
を
一
に
す
る
子
（
他
の
者
の
控
除

対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と
さ
れ

て
い
る
者
を
除
き
、
前
年
の
総
所
得

金
額
等
が
38
万
円
以
下
の
者
）
を
有
し
、

か
つ
、
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
者
。

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
り
、
現

に
婚
姻
（
届
け
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
場
合
を
含
む
）
を
し
て
い
な
い
者
の

う
ち
、
そ
の
者
と
生
計
を
一
に
す
る

子
（
他
の
者
の
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
親
族
と
さ
れ
て
い
る
者
を
除
き
、

前
年
の
総
所
得
金
額
等
が
38
万
円
以
下

の
者
）
を
有
し
、
か
つ
、
合
計
所
得
金

額
が
５
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
者
。

○
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類

・
児
童
手
当
に
お
け
る
寡
婦
（
夫
）
控

除
の
み
な
し
適
用
申
請
書
（
窓
口
で
記

入
）

・
申
請
者
の
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

・
申
請
者
お
よ
び
子
の
属
す
る
世
帯

全
員
の
住
民
票
の
写
し

・
申
請
者
お
よ
び
子
の
属
す
る
世
帯

全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

　

平
成
30
年
６
月
以
後
の
月
分
の
児
童

手
当
の
支
給
の
制
限
お
よ
び
認
定
の
請

求
に
適
用
し
ま
す
。

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の

学
習
を
応
援
し
ま
す
！

　

県
で
は
、「
塾
に
通
う
こ
と
が
難
し

い
」「
勉
強
の
習
慣
を
身
に
付
け
た
い
」

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
る
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
子
ど
も
た
ち
に
、
最
寄
り
の
地

域
で
学
習
指
導
を
行
う
「
地
域
の
学
習

教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
退
職
さ

れ
た
元
教
員
や
大
学
生
な
ど
が
先
生
と

な
り
、
学
校
の
教
科
書
や
宿
題
に
沿
っ

て
学
習
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

主
に
ひ
と
り
親
家
庭
の

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生

○
開
所
日　

週
１
回
以
上

　
　
　
　
　

１
時
間
程
度

○
費
用　
　

１
回
あ
た
り
百
円
を
上
限

　
　
　
　
　
（
無
料
の
場
合
も
あ
り
）

※
ま
た
、
学
習
支
援
員
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

る
先
生
と
、
学
習
場
所
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
方
・
団
体
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
　

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
３
３
１－

６
７
３
５

子
ど
も
医
療
費
に
関
し
て

○
償
還
払
い
申
請
に
つ
い
て

　

入
院
お
よ
び
一
部
負
担
金
の
額
が
２

万
１
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
、
ま
た
は

県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
の
場
合
は
、

一
度
病
院
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
後
、

領
収
書
な
ど
を
窓
口
に
持
参
い
た
だ
き
、

償
還
払
い
申
請
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
か
ら
償
還
さ
れ
る
金

額
は
、
病
院
に
お
支
払
い
を
さ
れ
た
一

部
負
担
金
か
ら
健
康
保
険
の
高
額
療
養

費
お
よ
び
家
族
療
養
付
加
給
付
金
を
差

し
引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご

加
入
の
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
お
よ

び
家
族
療
養
付
加
給
付
金
な
ど
に
該
当

し
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
該
当
が

あ
っ
た
場
合
は
健
康
保
険
へ
の
申
請
を

し
た
後
に
、
給
付
内
容
が
確
認
で
き
る

書
類
な
ど
を
添
え
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
）。

　

償
還
払
い
に
よ
る
助
成
金
の
申
請
は
、

診
療
月
の
翌
月
か
ら
６
カ
月
を
期
限
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
期
限
内
の
申

請
が
で
き
な
い
場
合
は
町
民
課
保
健
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
】

○
学
校
な
ど
（
町
立
幼
稚
園
、
小
中
学

校
）
管
理
下
で
の
け
が
な
ど
に
よ
る
受

診
に
つ
い
て

　

学
校
管
理
下
で
の
け
が
な
ど
に
よ
る

受
診
の
場
合
、
医
療
費
は
独
立
行
政
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら

【
14
面
に
続
く
】
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の
災
害
共
済
給
付
制
度
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
病
院
受
診
の
際
は
子
ど
も
医
療

費
受
給
者
証
の
提
示
は
せ
ず
、
い
っ
た
ん

医
療
費
を
病
院
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
の
給
付

金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
学
校

ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
。

　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
２
３
７－
０
９
３
７

国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の

状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
、
ま
た

は
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り

ま
す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
区
町
村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
け
付

け
は
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
７
月

分
か
ら
平
成
31
年
６
月
分
ま
で
の
期
間

を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
は
２
年

１
カ
月
前
ま
で
で
す
。

回
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場
都
市
計

画
課
環
境
係
に
採
水
容
器
を
取
り
に
来

て
い
た
だ
き
、
検
査
日
（
毎
月
２
回
）

当
日
に
採
水
し
、
正
午
ま
で
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
お
よ
び
検
査
代

金
の
領
収
書
は
、
後
日
検
査
機
関
か
ら

郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
対
象　

家
庭
用
の
飲
料
水

○
８
月
ま
で
の
検
査
日　

７
月
18
日

（
水
）、
８
月
１
日
（
水
）、
８
月
16
日

（
木
）

○
採
水
方
法　

採
水
容
器
セ
ッ
ト
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
採
水
の
手
引
き
」
を

ご
覧
の
上
、
ご
自
身
で
採
水
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
項 

目　

11
項
目
（
一
般
細
菌
、

大
腸
菌
、
亜
硝
酸
窒
素
、
硝

酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態

窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有

機
物
、
ｐ
Ｈ
値
、
味
、
臭
気
、

色
度
、
濁
度
）

○
検
査
代
金　

３
２
４
０
円
（
採
水
し

た
水
を
ご
持
参
さ
れ
た
際
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
）

○
補
助
金
額　

１
６
０
０
円
（
検
査
費

用
の
２
分
の
１
、百
円
未
満
切
り
捨
て
）。

後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

○
申
込
先　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

※
検
査
日
に
水
を
ご
持
参
さ
れ
る
際
、

　

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も

の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未

納
期
間
が
あ
る
方
な
ど
は
一
度
、
役
場

の
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
熊
本
東
年
金

事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

平
成
26
年
度
調
査
区
域
の
登
記
が

完
了
し
ま
し
た

　
「
嘉
島
町
地
籍
調
査
事
業
」
平
成
26

年
度
調
査
区
域
（
大
字
上
島
・
上
六
嘉

の
各
一
部
）
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
６

月
１
日
付
で
法
務
局
へ
の
登
記
が
完
了

い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
区
域
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

○
大
字
上
六
嘉
（
字
＝
火
渡
・
木
ノ

町
・
高
町
・
今
町
・
堀
口
）

○
大
字
上
島
（
字
＝
門
ノ
久
・
折
敷

町
・
古
宮
）

　
　

役
場
農
政
課
地
籍
調
査
係　

☎
２
３
７－

２
６
５
３

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査
を
実
施

さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
検
査
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
町
が
委
託
し
た
検
査
機
関
が
月
２

７ 月 の 納 税 等 ８ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………②  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }③　期介護保険料
保育所利用料……………７月分
下水道使用料……………６月分
納期限日（口座振替日）
　　７月31日（火）

町県民税…………………②  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }④　期介護保険料
保育所利用料……………８月分
下水道使用料……………７月分
納期限日（口座振替日）
　　８月31日（金）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

７月25日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

↑
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（
調
査
は
県
が
委
託
し
た
「
大
成
ジ
オ

テ
ッ
ク
」
が
行
い
ま
す
。
工
事
な
ど
の

あ
っ
せ
ん
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
）。

○
調
査
対
象　

戸
建
て
住
宅
以
外
の
鉄

骨
造
り
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
な

ど
の
建
築
物

　
　

熊
本
県
建
築
課

☎
３
３
３－

２
５
３
５

就
職
活
動
「
困
っ
た
」
お
手
伝
い

　

サ
ポ
ス
テ
は
厚
生
労
働
省
の
委
託
事

業
で
、
若
者
の
職
業
的
自
立
に
向
け
た

総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
無
職
状

態
の
若
者
（
定
員
10
人
程
度
）

○
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

○
日
時

１
回
目　

８
月
３
日
（
金
）

２
回
目　

８
月
10
日
（
金
）

※
両
日
と
も
10
時
か
ら
初
回
面
談
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

☎
２
８
２－

０
０
７
７

　
　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
３
６
５－

０
１
１
７

仕
事
探
し
お
手
伝
い

　

熊
本
県
は
上
益
城
地
域
振
興
局
１
階

に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る

検
査
代
金
と
認
め
印
、
補
助
金
の
振
込

先
が
分
か
る
通
帳
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
！　

総
ぐ
る
み

　
　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
天
ぷ
ら
油
を
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
〜

　

天
ぷ
ら
油
（
家
庭
廃
食
油
）
の
回
収

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
県
内
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
ご
家
庭
で
出
た
廃
食
油
を
、
次
の

回
収
場
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
回
収

し
た
廃
食
油
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
と
し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

両
や
発
電
機
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と
で
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

○
期
間　

〜
８
月
31
日

○
回
収
場
所　

役
場
駐
車
場
内
（
公
用

車
倉
庫
西
側
）

○
回
収
時
間　

午
前
８
時
半
〜
17
時

○
回
収
可
能
な
油　

天
ぷ
ら
油
な
ど
の

植
物
油

※
家
庭
で
出
た
物
に
限
り
ま
す
。
動
物

油
（
ラ
ー
ド
な
ど
）、
鉱
物
油
（
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
）
は
回
収
で
き
ま
せ

ん
。

○
回
収
方
法　

天
か
す
な
ど
の
ご
み
を

除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
油
購
入
時
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
に
入
れ
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
予
約
制
で
す
。

○
内
容

・
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

・
適
性
診
断

・ 

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス

・
面
接
練
習
や
対
策

・ 

し
ご
と
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問

や
求
人
開
拓

・
保
護
者
の
面
談
な
ど

○
利
用
時
間　

　

月
曜
〜
金
曜

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み

で
す
。

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－

１
０
１
３

ご
注
意
く
だ
さ
い

本
年
度
の
住
民
健
診
に
つ
い
て

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

で
、
平
成
30
年
度
か
し
ま
ド
ッ
ク
を
お

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
日
程
の

ご
案
内
の
は
が
き
を
6
月
18
日
に
送
付

し
て
お
り
ま
す
。
日
程
な
ど
を
確
認
さ

れ
た
後
、
都
合
が
悪
い
場
合
は
お
早
め

に
日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

直
接
、
電
話
連
絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

○
特
典　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
天
ぷ
ら

油
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
洗

剤
が
い
ら
な
い
エ
コ
ス
ポ
ン
ジ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

※
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

終
了
後
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
（B

io D
iesel Fuel

）
と
は
？

　

植
物
油
（
廃
食
油
な
ど
）
を
原
料
と

し
た
燃
料
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
使
用
で
発
生
す

る
二
酸
化
炭
素
は
、
植
物
が
成
長
過
程

で
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素
と
等
し
く
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
有
用
な
燃
料
で
す
。

軽
油
代
替
燃
料
と
し
て
、
バ
ス
や
ト

ラ
ッ
ク
、
重
機
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
揮
発

油
な
ど
の
品
質
の
確
保
な
ど
に
関
す
る

法
律
（
品
確
法
）
で
規
格
が
定
め
ら
れ

て
い
る
軽
油
Ｂ
５
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
軽
油
を

５
対
95
で
混
合
し
た
物
）
で
の
利
用
拡

大
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－
２
５
９
７

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ
び
現
地
調
査

　

県
で
は
、
本
年
11
月
末
ま
で
の
予
定

で
、
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
実
態

に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ
び
現
地
調

査
を
行
い
ま
す
。
建
築
物
所
有
者
な
ど

の
皆
さ
ま
に
は
、
調
査
時
の
立
ち
会

い
や
お
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

↑
【
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ま
た
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方

で
は
が
き
を
確
認
さ
れ
て
い
な
い
方
は

役
場
町
民
課
保
健
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
連
絡
先
】

　
　

日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
人
間
ド
ッ
ク
予
約
直
通
）

☎
３
８
７－
６
６
５
１

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係 　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

犬
の
散
歩
時
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
違
反
に
よ
り

困
っ
て
い
る
方
か
ら
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
犬
の
散
歩
に
出
掛
け
る

際
は
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
リ
ー
ド
を
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
！

　

放
し
飼
い
や
リ
ー
ド
を
付
け
な
い
散

歩
は
、
県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
が
人
や
ほ
か
の
飼
い
犬
に
か
み

つ
く
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
犬
を

嫌
い
な
人
や
犬
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち

の
方
の
こ
と
に
も
配
慮
し
、
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
必
ず
リ
ー
ド
に
つ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

　

犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
散
歩
に
は
ふ
ん
を
回
収
す
る

た
め
の
袋
な
ど
を
持
っ
て
出
掛
け
、
散

歩
中
の
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

猫
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が

増
え
て
い
ま
す

　
「
よ
そ
の
猫
が
自
宅
に
や
っ
て
き
て

困
っ
て
い
る
」「
野
良
猫
の
ふ
ん
尿
の

悪
臭
で
困
っ
て
い
る
」
な
ど
猫
に
関
す

る
苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
猫
の
飼
い
主
の
方
へ

　

屋
内
で
飼
う
よ
う
に
努
め
、
避
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

屋
内
で
飼
う
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
や
感
染
症
へ
の
感
染
を
防
ぎ
、
飼
い

主
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
周
囲
の
人
に

迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

避
妊
・
去
勢
手
術
に
よ
り
、
望
ま
な

い
妊
娠
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
病
気
の

発
生
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
発
情
期
の
鳴

き
声
な
ど
問
題
行
動
の
予
防
や
改
善
の

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

○
野
良
猫
の
世
話
を
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

野
良
猫
に
対
し
て
え
さ
や
り
の
み
を

行
う
こ
と
は
、
不
幸
な
猫
を
増
や
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
し
ま
す
。

　

世
話
を
さ
れ
る
方
に
は
、
そ
の
猫
に

対
す
る
一
定
の
責
任
が
伴
い
ま
す
。
え

さ
や
り
を
行
っ
て
い
た
人
に
対
す
る
損

害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
た
民
事
裁
判

の
事
例
も
あ
り
ま
す
。
え
さ
や
り
だ
け

で
な
く
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
も
留
意

し
て
責
任
を
持
っ
て
世
話
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

①
え
さ
を
置
い
た
ま
ま
に
し
な
い

　

②
ふ
ん
の
始
末
を
す
る

　

③
避
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る

　

※
町
・
保
健
所
は
、
猫
の
捕
獲
や
保

護
、
引
き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
最
期

ま
で
飼
い
主
と
し
て
の
愛
情
と
責
任
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
・
開
花

期
を
迎
え
ま
す
。
農
薬
散
布
に
当
た
っ

て
は
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
を
与
え
な
い
よ

う
、
事
前
に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の

位
置
や
防
除
時
期
、
場
所
な
ど
に
つ
い

て
情
報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散

布
し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か

か
ら
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布

　

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
マ
ル
チ
ロ
ー

タ
ー
式
小
型
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
の

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布
な
ど
を

行
う
場
合
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許

可
・
承
認
が
必
要
で
す
。
併
せ
て
、
散

【
15
面
か
ら
続
く
】

↑

休日当番医

７月15日（日）のぐち皮ふ科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１１２

７月16日（月・祝）榊田泌尿器科外科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－６３６３

７月22日（日）小糸整形外科（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００５０

７月29日（日）古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８４－２０１０

８月５日（日）熊本回生会病院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－１１３３

８月11日（土・祝）御船クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０１０６

８月12日（日）田上皮ふ科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８１－１１１２
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布
計
画
を
県
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
省

の
指
導
指
針
で
は
、
機
体
は
国
指
定
機

関
の
認
定
機
種
が
使
用
可
能
で
き
、
操

縦
者
も
認
定
が
必
要
で
す
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－
２
３
８
１

募
っ
て
い
ま
す

上
益
城
消
防
組
合
消
防
職
員

採
用
試
験

○
採
用
予
定
人
員

　

消
防
職　

２
人
程
度

○
受
験
資
格

　

 

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

○
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

・
第
１
次
試
験

　
　

９
月
16
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
　

県
立
御
船
高
等
学
校

・
第
２
次
試
験

　
　

11
月
上
旬
頃

※
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
通
知

○
申
し
込
み
受
付
期
間

　
　

７
月
23
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　

８
月
10
日
（
金
）

※ 

土
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
８
月

10
日
の
消
印
有
効
。

○
受
験
願
書
請
求
先

上
益
城
消
防
署
お
よ
び
山
都
消
防
署

　
　

〒
８
６
１－

３
２
０
６

　
　

上
益
城
郡
御
船
町
辺
田
見
１
６
９

　
　
　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　

総
務
課

☎
２
８
２－

１
９
５
９

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

○
日
時

　

９
月
６
日
（
木
）
９
時
〜
16
時
50
分

　
　
　

７
日
（
金
）
９
時
〜
15
時

○
会
場　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
（
御
船
町
辺
田
見
１
６
９
）

○
受
講
申
し
込
み
受
け
付
け

・
期
間　

 

８
月
１
日
（
水
）
〜
24
日

（
金
）
平
日
８
時
半
〜
17
時
、

上
益
城
消
防
本
部
予
防
課

※
会
場
の
都
合
で
先
着
70
人
。
申
込
書

は
上
益
城
、
山
都
、
蘇
陽
の
各
消
防
署
・

出
張
所
で
配
布
。消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
受
講
料　

　

４
０
０
０
円
（
申
請
時
に
徴
収
）

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
８
２－

１
９
５
５

消
防
設
備
士
試
験

○
試
験
の
種
類　

　

甲
種
全
類
、
乙
種
全
類

○
試
験
日　

　

第
１
回　

８
月
26
日
（
日
）

　

第
２
回　

９
月
９
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

【
書
面
申
請
】

　

〜
７
月
20
日
（
金
）

【
電
子
申
請
】

　

〜
７
月
17
日
（
火
）

○
試
験
地　

熊
本
市

　

受
験
願
書
な
ど
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
、
熊
本
県
内
消
防
本
部
、
熊
本
県
総

務
部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　

消
防
試
験
研
究

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
３
６
４－

５
０
０
５

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・

障
害
者
週
間
ポ
ス
タ
ー

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
広
げ

る
た
め
、
作
文
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
（
参
加
賞
あ
り
）。

○
応
募
資
格　

作
文
：
小
学
生
以
上
、

ポ
ス
タ
ー
：
小
学
生
お
よ
び
中
学
生

○
募
集
期
間　

９
月
７
日
ま
で

○
募
集
案
内　

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
障
が
い
者
支
援
課
）
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
　

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課　

☎
３
３
３－

２
２
３
５

障
が
い
の
あ
る
方
対
象

職
業
訓
練
受
講
生

《
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
養
成
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
内
部
）、
知
的
、

精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

８
人

○ 

内
容　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す

る
知
識
理
解
・
生
活
援
助
（
介
護
技

術
）
を
習
得
し
、
就
職
支
援
を
行
い

ま
す
。

○
募
集
期
間　

７
月
31
日
（
火
）
ま
で

○
訓
練
期
間　

 

９
月
４
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　

11
月
30
日
（
金
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
　
　
　

６
９
９
５
円
程
度

○
訓
練
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

さ
わ
ら
び

熊
本
市
北
区
龍
田
町
弓
削
８
６
４－

１

《
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
》

○
受
講
対
象　

知
的
、
精
神
、
発
達
、

高
次
脳
機
能

○
定
員　

９
人

○ 

内
容　

職
場
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
や
問
題
解
決
の

力
、
ス
ト
レ
ス
対
処
力
の
訓
練
。

○
募
集
期
間　

７
月
31
日（
火
）ま
で

○
訓
練
期
間　

 

９
月
３
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　

11
月
28
日
（
水
）

※
訓
練
は
月
曜
、
水
曜
（
午
後
７
時
か

ら
２
時
間
）

↑
【
18
面
に
続
く
】

熊
本
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○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
　
　
　

１
６
２
０
円
程
度

○
訓
練
会
場

株
式
会
社
ら
・
ぽ
ー
と

熊
本
市
中
央
区
南
坪
井
町
４－

23

Ｍ
Ｔ
ビ
ル
４
Ｆ

《
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
》

○ 

受
講
対
象　

身
体
（
上
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病

○
定
員　

10
人

○ 

内
容　

基
本
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
か
ら

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
の
基
礎
技
術
を
身
に
つ
け
、
資

格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

〜
８
月
31
日
（
金
）

○
訓
練
期
間　

10
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
12
月
27
日
（
木
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　

１
万
１
５
２
円
（
税
込
み
）
程
度

○
訓
練
場
所　

　

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ

　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２－

１－

24

《
ビ
ジ
ネ
ス
技
能
資
格
取
得
科
》

【
在
職
者
訓
練
】

○ 

受
講
対
象　

身
体
（
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病

○
定
員　

５
人

○ 

内
容　

企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
技
能
を
習
得
し
、
そ
の
証
し

で
あ
る
資
格
取
得
ま
で
を
目
指
す
訓

【
17
面
か
ら
続
く
】↑

平成30年度各種自衛官募集

募集項目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

航空学生

（海）高卒18歳以上23歳未満の
者【高卒者（見込含）または高
専3年次修了者（見込含）】

～９月７日

１次：９月17日
２次：10月15日
　　　　～21日

３次：11月17日
　　～12月20日

１次：10月５日
２次：（海）11月13日
　　　（空）11月５日

最終：31年１月22日

　31年３月下旬
　　～４月上旬

※入隊後約６年で
　３等海･空尉

（空）高卒18歳以上21歳未満の
者【高卒者（見込含）または高
専3年次修了者（見込含）】

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満の者 ～９月７日

１次：９月21～23日
２次：10月12日
　　　　～17日
※ いずれか１日を指定
されます

１次：10月５日

最終：11月９日

31年３月下旬
　　～４月上旬
※ 入隊後２年９月経過
以降選考により３等
陸･海･空曹

自衛官候補生 18歳以上
27歳未満の者

年間を通じ
行っており
ます。

受け付け時にお知らせ
します

合格発表日は試験日に
お知らせします

採用予定通知書で通知
（所要の教育を経て、
３カ月後に２等陸・
海・空士に任用）

平成30年度防衛大・防衛医大募集

募集項目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

防衛大学校
学生

推　　薦

18歳以上21歳未満の
者高卒者（見込含）
または高専３年次修
了者（見込含）で成
績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を
修め、学校長が推薦
できる者

９月５日～
　９月７日

９月22、23日 10月26日

31年４月上旬

総合選抜 18歳以上21歳未満の
者高卒者（見込含）
または高専３年次修
了者（見込含）

１次：９月22日
２次：10月27、28日

１次：10月12日
最終：11月28日

一般（前期） ９月５日～
　９月28日

１次：11月３、４日
２次：12月11～15日

１次：11月28日
最終：31年１月25日

防衛医科大学校
医学科学生

18歳以上21歳未満の
者高卒者（見込含）
または高専３年次修
了者（見込含）

９月５日～
　９月28日

１次：10月27、28日
２次：12月12～14日

１次：11月29日
最終：31年２月14日

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

18歳以上21歳未満の
者高卒者（見込含）
または高専３年次修
了者（見込含）

９月５日～
　９月28日

１次：10月20日
２次：12月１、２日

１次：11月16日
最終：31年２月８日
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練
で
す
。

○
募
集
期
間　

〜
８
月
31
日
（
金
）

○
訓
練
期
間　

10
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
12
月
25
日
（
火
）

　

※
訓
練
は
火
曜
、
木
曜
の
午
後
６
時

か
ら
２
〜
３
時
間
。

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　

３
千
〜
６
千
円
（
税
込
み
）
程
度

○
訓
練
場
所　

　

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
イ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と

　

 

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
51－

３
シ
テ
ィ
ビ
ル
水
前
寺
３
Ｆ

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　

   

（
詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
平
成
30
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で

す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
８
月
31
日

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま
で
。
資

料
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０

参
加
し
ま
せ
ん
か

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者

　

日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
遺
族
会
が
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
て
実
施
、
先
の
大
戦
で
父
な

ど
を
亡
く
し
た
遺
児
を
対
象
に
、
父
な

ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
と
同
地
域
住
民
と
の
友
好
親
善
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
参
加
費
と
し
て
10
万
円
。
平

成
29
年
度
参
加
者
以
外
は
、
複
数
回
の

応
募
が
で
き
ま
す
。
付
き
添
い
希
望
者

は
要
相
談
。

　
　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　
　

☎
０
３－

３
２
６
１－

５
５
２
１

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　
　

８
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

　

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

○
募
集
期
間　

９
月
14
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　
　
　

※
必
着

○ 

応
募
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
明
記
の
上
、

左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

 

な
お
電
子
メ
ー
ル
（
デ
ー
タ
形
式
は

Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
限
る
）
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

○
応
募
先　

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

人
権
啓
発
作
品
係

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

jinken@
pref.kum

am
oto.lg.jp

　
　

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
３
３
３－

２
２
９
９

人
権
４
コ
マ
漫
画
・

漫
画
シ
ナ
リ
オ

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
を

身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
通
り
人
権
４
コ
マ
漫
画
、

同
漫
画
シ
ナ
リ
オ
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
人
権
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
を
行
う
と

と
も
に
、
賞
品
（
図
書
カ
ー
ド
）
を
贈

呈
し
ま
す
。
入
賞
作
品
は
今
後
の
県
啓

発
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○ 

募
集
内
容　

人
権
啓
発
に
関
す
る
４

コ
マ
漫
画
、
お
よ
び
４
コ
マ
漫
画
シ

ナ
リ
オ

　

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

保
育
園
の
園
庭
開
放

幼
光
保
育
園

○
日
時

　

７
月
19
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園　

第
２
園
舎

　

幼
光
保
育
園☎

２
３
７－

０
６
０
１

嘉
島
保
育
園

○
日
時

　

７
月
25
日
（
水
）
９
時
〜
11
時

○
場
所　

嘉
島
保
育
園　

本
園
舎

　

当
日
開
催
さ
れ
て
い
る
人
形
劇
の
見

学
も
で
き
ま
す
。　

　

嘉
島
保
育
園☎

２
３
７－

１
０
１
６

※
い
ず
れ
も
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

前
日
ま
で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日

は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別

の
園
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
各
保
育
園
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

↑
【
20
面
に
続
く
】
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そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
、

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会
in
御
船

　
「
こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不
安
」「
人
間

関
係
で
悩
ん
で
い
る
」「
学
校
に
行
け

な
い
（
行
き
た
く
な
い
）」「
学
校
を
辞

め
て
し
て
し
ま
っ
た
」「
働
く
気
が
お

き
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心

配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、

関
係
者
の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
相
談
日　

８
月
18
日
（
土
）

○
時
間　
　

10
時
か
ら
16
時
（
15
時
半

ま
で
に
ご
来
所
く
だ
さ
い
）

○
会
場　
　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
研
修
室　
　

○
料
金　
　

無
料

○
対
象　
　

主
に
15
〜
39
歳
ま
で
の
方

と
そ
の
ご
家
族
、
友
人
、
知
人
、
支
援

者
な
ど
。

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー　

〜　

C
O
C
O
N

　

こ
こ
ん　

〜

☎
３
８
７－

７
０
０
０

　
　
　
（
月
〜
金　

８
：
30
〜
21
：
00
）

メ
ー
ル

kow
aka-cocon@

w
ind.ocn.ne.jp

Ｈ
Ｐ

http://kow
aka-cocon.jp/

無
料
の
登
記
相
談　

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
、
倒
壊
し

た
建
物
の
登
記
や
土
地
・
建
物
な
ど
の

売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
の
相

談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

９
月
13
日
（
木
）

　
　
　

10
〜
16
時
（
12
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　

不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

　
　

 

※
音
声
案
内
②
を
押
し
、
御
船
相

談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
た
め
の
就
職
相
談

　

働
く
意
欲
の
あ
る
人
に
仕
事
の
相
談

や
紹
介
を
し
ま
す
。
生
き
が
い
や
健
康

づ
く
り
、
安
定
し
た
生
活
維
持
の
た
め

に
、
あ
な
た
の
豊
富
な
知
識
・
経
験
を

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。

○
開
設
日

　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
の
10
〜
16
時

　

※
祝
祭
日
（
振
り
替
え
休
日
）
を
除

く
。

【
19
面
か
ら
続
く
】

↑

悩まないで！「ひきこもり」悩まないで！「ひきこもり」
《出張相談会を開催します》

《ご相談事は…》

一緒に考えませんか？

役場町民課

【対 象 者】熊本県内（熊本市を除く）にお住いの、
　ひきこもりでお悩みの 18歳以上のご本人やご家族、その支援者
【日　　時】７月 20日（金）・11月 16日（金）
　　　　　 相談時間 13：30～ 16：30
【場　　所】御船保健所（上益城郡御船町辺田見 400）
【申し込み】事前に電話で熊本県ひきこもり地域支援センターへご予約ください。

熊本県ひきこもり地域支援センターへ
●専用電話　０９６－３８６－１１７７
●受付時間　月曜・火曜・木曜（祝日を除く）
　　　　　　午前 9時～ 12時、午後 1時～ 3時
●住所　〒 862-0920　
　熊本市東区月出３丁目１－ 120（熊本県精神保健福祉センター内）
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１　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
に
ア
ク
セ
ス
し
、

「
18
歳
以
上
」「
動
画
再
生
」
な
ど
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
突
然
「
登
録
完
了
」

と
い
う
画
面
が
表
示
さ
れ
、
問
い
合
わ

せ
先
に
電
話
す
る
と
、
登
録
料
の
名
目

で
高
額
料
金
を
請
求
さ
れ
る
。

２　

還
付
金
詐
欺

　

町
役
場
や
税
務
署
な
ど
公
的
な
機
関

の
職
員
を
語
る
電
話
が
あ
り
、
医
療
費

や
税
金
な
ど
の
還
付
金
の
手
続
き
を
す

る
よ
う
促
さ
れ
る
。
指
示
通
り
に
携
帯

電
話
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
行
き
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
す
る
と
、
相
手
に
自
分
の
口

座
か
ら
送
金
す
る
こ
と
に
な
る
。

３　

劇
場
型
勧
誘
・
利
殖
商
法

　

複
数
の
事
業
者
を
演
じ
分
け
て
、
消

費
者
に
次
々
と
電
話
を
か
け
、
実
態
不

明
の
金
融
商
品
な
ど
を
買
わ
せ
る
手
口
。

「
選
ば
れ
た
人
し
か
買
え
な
い
」
な
ど

と
電
話
で
勧
誘
し
、
断
れ
ば
「
名
義
を

貸
し
て
も
ら
え
ば
謝
礼
を
す
る
」
な
ど

と
持
ち
か
け
、
そ
の
後
、「
違
法
な
行

為
を
し
た
」
な
ど
と
言
い
掛
か
り
を
つ

け
、
高
額
な
支
払
い
を
要
求
す
る
。

　

損
失
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
必
ず
も
う
か
る
」「
元
本

保
証
」
な
ど
と
強
調
し
、
社
債
、
フ
ァ

ン
ド
型
投
資
商
品
、
仮
想
通
貨
な
ど
へ

の
高
額
な
投
資
を
勧
誘
す
る
。

　

日
頃
の
生
活
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相

談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
後
絶
た
な
い
怪
し
い
電
話
》

見
守
り
新
鮮

情
報
7
月
号

○
申
し
込
み
方
法

　

必
ず
本
人
が
来
所
さ
れ
て
、
所
定
の

求
職
票
に
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
希
望
の
仕
事
が
あ
っ
た
場
合
は
、

求
人
事
業
所
と
面
接
日
時
な
ど
打
ち
合

わ
せ
し
て
紹
介
し
ま
す
。
履
歴
書
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
　

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

　

   

（
上
益
城
地
域
振
興
局
福
祉
課
内
）

☎
２
８
２－

６
７
７
６

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

７
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

　

８
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
会
場　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－
１
１
１
２

↑

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。
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各種大会等予定 6 月 20日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

７

16 月 心をつなぐキャッチボールプロジェクト IN熊本 野球場 13：00～「心をつなぐキャッチボールプロジェクト」推進委員会

22 日 第 20回熊本県ミドルサッカーリーグ 競技場 15：00～ 熊本県サッカー協会

23 月 第 34回熊本未来サマーサッカーフェスティバル 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会　24・25日も開催

29 日 第 8回エンペラーカップ 野球場 9：00～ 上野商事

８

5 日 第 8回エンペラーカップ 野球場 9：00～ 上野商事　12日も開催

12 日 熊本農業高校サッカー部 50周年記念試合 競技場 9：00～ 熊本農業高校サッカー部 50周年実行委員会

18 土 高円宮杯 JFA U-18 サッカーリーグ 2018熊本 2部 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会

24 金 熊本県農業関係高等学校サッカー大会 競技場 9：00～ 熊本県農業関係高等学校長会25日も開催

28 火 2018サマーカップ 競技場 9：00～ 熊本農業高校サッカー部　29日も開催

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

嘉島町総合運動公園

女子の部を制して見事６連覇に輝いた鯰チーム ５連覇を果たした男子優勝の上島チーム

　

第
42
回
嘉
島
町

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
６
月
３

日
、
町
民
体
育
館

と
嘉
島
中
体
育
館

の
両
会
場
で
開
か

れ
、
男
子
は
上
島

が
制
し
て
５
連
覇

を
飾
り
、
女
子
は

鯰
が
優
勝
し
て
見

事
６
連
覇
に
輝
き

ま
し
た
。

　

町
内
地
区
ご
と

に
チ
ー
ム
編
成
し

た
社
会
人
の
男
女

別
９
人
制
の
大
会
。

熊
本
地
震
の
た
め

昨
年
と
一
昨
年
は

中
止
さ
れ
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
男
子
10

チ
ー
ム
、
女
子
６
チ
ー
ム
が
出
場
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
予
選
リ
ン
ク
戦
を

行
い
、
各
上
位
４
チ
ー
ム
で
準
決

勝
、
決
勝
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

◇
男
子
▽
準
決
勝　

上
島
２
―
０

上
六
嘉
、
滝
河
原
２
―
０
上
仲
間

▽
決
勝　

上
島
２
―
０
滝
河
原

◇
女
子
▽
準
決
勝　

鯰
２
―
０
上

仲
間
、
下
仲
間
２
―
０
滝
河
原
▽

決
勝　

鯰
２
―
０
下
仲
間

男子 男子 ＶＶ上島、女子は鯰上島、女子は鯰
町バレーボール大会　３年ぶりに町バレーボール大会　３年ぶりに
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おすすめ本

嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。「アクア」の予約状況は、嘉島町ホーム
ページ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

7 28 土 サマーコンサート 10:00 - 金谷　由美子 
 ☎ 090-7169-6410

８ 5 日 カラオケ大会 9:30 - 中九州歌謡塾　中村　毬乃
 ☎ 090-1342-6606

8 19 日 コンサート 10:00 有料 いちごくらぶ　佐野　敦
 ☎ 090-5026-9637

図書室から
☎ 237ｰ0058

開
館
日　

火
曜
〜
日
曜
、
祝
日
も
。

月
曜
が
休
館
日
で
す
が
、
月
曜
が
祝
日
の
時

は
翌
日
の
火
曜
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

《
7
〜
8
月
の
休
館
日
》

　

７
月
17
、
23
、
30
日

　

８
月
６
、
13
、
20
、
27
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利
用

で
き
ま
す
。

　

ひ
つ
じ
の
ラ
ッ
セ
ル
は
、
ケ
ロ

ケ
ロ
く
ぼ
ち
に
す
ん
で
い
て
、
そ

の
ラ
ッ
セ
ル
は
、
ね
る
と
き
に

な
っ
た
ら
、
い
っ
つ
も
ね
む
れ

な
い
で
、
あ
あ
や
っ
て
も
、
こ

う
や
っ
て
も
、
ど
う
や
っ
て
も
、

ぜ
ー
ん
ぜ
ん
ね
む
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
が
こ
の
ほ
ん
で
一

番
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。

つ
ぎ
は
、
ラ
ッ
セ
ル
は
、
ど
う
す

れ
ば
ね
む
れ
る
ん
だ
ろ
う
と
、
か

ん
が
え
だ
し
ま
し
た
。
な
に
を

や
っ
て
も
だ
め
だ
か
ら
ね
せ
て
あ

げ
た
い
と
そ
こ
で
思
い
ま
し
た
。

文
化
出
版
局

　

わ
た
し
は
、
こ
の
本
を
よ
ん
で
、

さ
い
し
ょ
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
け

ど
、
さ
い
ご
は
か
な
し
く
な
り
ま

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
か
ん
た
ろ
う

く
ん
の
マ
マ
が
天
ご
く
に
い
っ
た

か
ら
で
す
。
だ
け
ど
か
ん
た
ろ
う

く
ん
は
、
マ
マ
が
い
な
く
て
も
が

ん
ば
る
と
き
め
ま
し
た
。
か
ん
た

ろ
う
く
ん
が
ん
ば
れ
！
マ
マ
は
、

天
ご
く
か
ら
み
て
る
よ
。
わ
た
し

は
、
か
ん
た
ろ
う
く
ん
に
こ
う
い

う
こ
と
ば
を
つ
た
え
た
い
で
す
。

福嶋　光陽さん
嘉島西小３年

木下　佳奈さん
嘉島西小２年

ロブ・スコットン＝作
ときありえ＝訳

「
ひ
つ
じ
の
ラ
ッ
セ
ル
」

の
ぶ
み
＝
さ
く

講
談
社

ビギナーズ・ドラッグ
 喜多喜久

ふたご
 藤崎彩織

医者が教える食事術
最強の教科書 牧田善二

栗山魂
一度たりともあきらめなかった。
夢はかなえるためにある
 栗山英樹

女の子が生きていくときに、覚えてい
てほしいこと
 西原理恵子

ファーブル先生の昆虫教室
本能のかしこさとおろかさ
 文・奥本大三郎　絵・やましたこうへい

だいすきしぜん　とうもろこし
 指導・麻生 健　絵・寺越慶司

おたんじょう月おめでとう
７月うまれ　うみ
 文・中川ひろたか　絵・はたこうしろう

ばけばけばけばけ　ばけたくん
おまつりの巻
 ぶん・え　岩田明子

絵本　よっちゃんのビー玉
 ぶん・児玉辰春　え・北島新平

「
マ
マ
が

お
ば
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」
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人権問題の正しい理解のために 〔その313〕

　感染症については、まず、予防と治療といった医学的な対応が不可欠であることは言うまでもありません
が、それとともに、患者や家族などに対する偏見や差別意識の解消など、人権尊重の視点も重要です。また、
難病はその種類も多くさまざまな病気の特性があり、個人差があるため、一見して病気とわかる場合もあ
れば、外見上はあまり変化がなく、健康な人と変わらない場合もあります。そのため、病気に対する無理解
や偏見により、心ない言葉をかけられるなどの差別を受けることがあります。
　だからこそ、病気について正しく理解し、こうした偏見や差別を払しょくすることが必要です。

HIVなどの感染症をめぐる人権問題
　病気に対する正しい知識の不足により、本人や家族に対する入園・入学や登園・登校の拒否、職場や医療
現場での差別、プライバシー侵害などの問題が起きています。
感染症患者やその家族に対する偏見や差別
　これまで知られていなかった感染症の発生や国際交流の活発化などにより、感染症対策の重要性が増し
ています。その中で、病気に対する不安や恐怖心、正しい情報の不足などにより、患者や家族などへの偏
見や差別の人権侵害や社会的な混乱が生じるといった問題が起きています。
難病をめぐる人権問題
　難病は、長期にわたる療養が必要となるため、経済的、精神的な負担や介護に伴う家族の負担も大きく
なります。また、病気の特性によっては外見ではまったく変化がない場合もあるため、偏見や差別を恐れて
病気を隠している人も少なくありません。

熊本県感染症予防計画〔2000 年策定〕
　保健所を中心に市町村や医師会などと連携した感染症予防教育の推進、パンフレットの配布や研修会の
実施など、患者への偏見・差別の排除に向けた啓発の推進について明記されています。
熊本県難病相談・支援センター
　熊本県が NPO法人熊本県難病支援ネットワークに業務を委託して実施しています。
　患者や家族の悩みや不安などの解消を図るため、各種相談をはじめ、患者・家族などの交流、病気に関
する情報の提供、就労支援などの事業を実施し、難病患者が持つさまざまなニーズに対応したきめ細やか
な相談対応や支援を行っています。

　HIV(ヒト免疫不全ウイルス )に感染すると、次第に身体の免疫力が低下します。そのためにさまざまな感
染症や悪性腫瘍にかかってしまった状態になるのがAIDS( 後天性免疫不全症候群 )です。現在では、治療
法の発達により病気の進行を遅らせることが可能になり、感染後も変わらずに社会生活を送る人が増えてい
ます。
　HIVは空気感染せず、感染経路も限られているため、学校や職場などでの日常的な接触では感染しませ
ん。

　発病のメカニズムが明らかでなく、かつ、治療方法が確立していない希少な疾病であって、当該疾病にか
かることにより長期にわたり療養を必要とすることとなる疾病をいいます。

感染症・難病などめぐって　理解してもらえなくて…

さまざまな
　　　課題

　病気について正しく理解し、偏見や差別をなくしましょう

○どんな課題がありますか？

○どんな取り組みが行われていますか？　＜熊本県では主に＞

○HIV感染症、AIDS とは？

○難病とは？

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より
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School Nursing
　This May I participated in Kashima Junior High School 
and Higashi Elementary School's sports festivals. It being 
my third time to attend, I packed a towel, wet wipes, one 
litre of mugicha and a hand fan in my tote bag. When I
first came to Kashima, I had no idea what I was supposed to 
bring. This time I thought to myself a little smugly, I've 
gotten used to hot and humid Japanese summers!
　What I paid particular attention during this year's festivals 
was the role of the school nurses. Students who suffered 
from heat exhaustion or were injured came to the tent 
and the school nurses attended to them immediately. I 
was also impressed by how they kept very detailed records 
of all the students who came to the tent.
　Apart from the sports festivals, the school nurses 
coordinate dental checkups, internal checkups as well as 
ear, nose and throat exams from the school nursing office. 
When I learned about this, I really thought that Japan is 
really ahead of the curve in preventative medicine. They 
also distribute handouts and posters outside of the nursing
office that provide us with useful information about 
maintaining our health. Finally they also help students 
who feel uncomfortable attending classes and offer emotional 
support. They have helped me many times.
　When I was an elementary school student in Canada, 
there was a place similar to a nurse's office, and I was 
told my by teachers that there were once school nurses 
there, a long time ago. By that time, the nurse's office was 
little more than a room for storage. Apart from some 
special needs schools, there are almost no school nurses 
in Ontario. As a result, immediate medical treatment at 

schools is not possible, and instead guardians are frequently contacted and asked to take their children 
to a doctor.
　School events and daily school life can take place smoothly thanks to Kashima's school nurses. I'll also 
do my best to keep healthy!

学校の保健養護
　５月に中学校の体育大会と東小学校の運動会に参加する
ことができました。嘉島町に来て３回目の運動会で、朝か
らタオルや汗拭きシート、１リットルの麦茶とうちわを
トートバッグに入れて、グラウンドへ出発。初めて嘉島町
に来た時は、何を持っていくのか分からなかったので、日
本の蒸し暑い運動会シーズンに慣れたなと少し自慢げに思
いました。
　体育大会や運動会で特に注目したのは、保健室の先生の
役割でした。参加している生徒が熱中症だったり、けがを
したりするとテントに来て、すぐに対応していました。そ
して、テントを訪れた生徒についてきめ細かな記録を残し
ていたことも印象に残りました。
　運動会以外にも保健室を中心に、歯科、内科や耳鼻科な
ど、さまざまな定期検診をコーディネートしているという
ことが分かって、日本の予防医学が進んでいるなと思いま
した。保健室前の掲示物や学校で配布されるプリントで、
健康を守るための役立つ情報の提供を行っています。そし

て、授業を受けることが不安な児童生徒への優しい対応や
日々のメンタルの相談もなさっています。私もいろいろな
面でお世話になりました！
　カナダの小学校に通っていた時、当時の先生から、かつ
て保健室と似たような場所があり、保健の先生がいたこと
を聞きました。その保健室は、今は物置になっています。
一部の特別支援学校を除いてカナダ・オンタリオ州の小中
学校と高校には養護教諭はほとんどいません。校内では専
門家による傷病者への応急処置ができず、保護者に連絡し
て病院に連れて行ってもらうという対応になることが多い
です。
　嘉島町の養護教育に携わる先生方のおかげで、１年間の
楽しい学校行事や学校生活が安心でスムーズに進められる
のだと思います。体調を崩さないように、私も頑張ってい
きます！

（６月 19日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

保健や養護の教育が楽しい学校生活を
支えている
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森嶋　豊薫（耐子）
（上島）

河原　君代さん（井寺）

広
す
ぎ
ま
す
御
先
祖
様
に
言
い
訳
す
姑は

は

の
よ
う
に
は
草
取
れ
ま
せ
ん 

大
塚
シ
ズ
子

朝
刊
に
恩
師
の
訃
報
の
記
事
の
載
る
次
も
次
に
も
お
会
い
し
た
か
っ
た 

川
原　

涼
子

今
日
あ
た
り
友
が
来
そ
う
な
五
月
晴
れ
楓
の
若
葉
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て 

北
澤
喜
美
子 

謝
罪
し
て
記
者
会
見
す
る
タ
レ
ン
ト
の
両
手
に
握
っ
た
マ
イ
ク
の
ふ
る
え
る 

工
藤　

明
子

ひ
と
夜
な
る
花
な
れ
ば
こ
そ
思
い
切
り
咲
き
て
香
れ
よ
月
下
美
人
は 

栗
﨑　

房
子

ゆ
っ
く
り
と
首
も
ち
あ
げ
て
畦
道
に
ど
う
だ
見
て
み
ろ
と
雄
雉き

じ子
の
立
つ 

栗
﨑　

廉
子

種
籾
は
湧
水
池
に
し
ず
め
ら
れ
目
覚
め
う
な
が
す
清
水
を
吸
え
り 

境　
　

益
代

新
聞
も
三
日
前
な
ら
よ
い
け
れ
ど
二
ヶ
月
た
ま
り
ど
う
し
て
読
ま
ふ 

津
出
ト
ヨ
子

靴
先
の
泥
を
は
た
い
て
バ
ス
に
乗
る
紳
士
の
肩
に
花は

な
び
ら弁

ひ
と
つ 

冨
永　

照
代

配
達
の
バ
イ
ク
の
音
に
時
を
知
る
ね
む
れ
ぬ
夜
の
朝
の
早
さ
よ 

西
岡　

幸
止

窯
元
の
工
房
跡
に
水
は
湧
き
紫
あ
や
め
の
静
か
に
咲
け
り 

橋
本
ユ
キ
子

花
び
ら
の
散
り
し
く
中
に
竜り

ん
ど
う胆
の
目
覚
め
の
青
の
一
輪
ひ
ら
く 

本
住　

晴
美

河
川
敷
芝
萌
え
始
め
５
の
付
く
日
種
い
も
市
の
ト
ラ
ッ
ク
三
台 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かかししままのの文化文化

「
あ
じ
さ
い
」

永
田　

莉
奈
子
さ
ん
（
嘉
島
東
小
４
年
）
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意

輪

６月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・上益城防災会議
 ・上益城水防災意識社会再構築協議会
 ・熊本県消防協会上益城郡支部総会
３日 ・第42回一般男子女子バレーボール大会
４日 ・課長会議　・庁内常会、辞令交付式
 ・熊本県緑化推進委員会総会
 ・上益城地域観光推進協議会総会
５日 ・熊本県林業従事者育成基金臨時評議員会
 ・熊本県町村会評議員会
６日 ・熊本県共同募金会来庁応対
 ・熊本県土木部長来庁応対
 ・自衛隊宇城募集案内所長来庁応対
 ・天然プール環境管理協議会総会
７日 ・上京  ・全国市町村研修財団理事会
８日 ・非常勤職員辞令交付
 ・熊本県都市計画課来庁応対
 ・嘉島町災害対策会議　・やな開き
11日 ・課長会議　・熊本県共同募金会理事会
 ・熊本県多面的協議会総会
12日 ・熊本県農業信用基金協会理事会
 ・固定資産評価審査委員辞令交付
 ・国土交通省熊本河川国道事務所来庁応対
13日 ・上京（～15日まで）　・全国農業農村整備の集い
15日 ・全国町村会正副会長会
 ・全国町村職員生活協同組合理事会
 ・全国町村会理事会
 ・消防団員等公務災害補償等共済基金理事会
16日 ・御船地区交通安全子供自転車大会
18日 ・課長会議　・上京（～19日まで）
19日 ・地方公務員災害補償基金代表者委員会
20日 ・国民年金基金来庁応対
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・都市再生機構（UR）来庁応対
 ・嘉島町総合型クラブ会長来庁応対
 ・熊本県農業会議通常総会
 ・松前重義記念館運営委員会
21日 ・熊本県農地担い手支援課来庁応対
 ・HIヒロセ来庁応対
 ・北九州市下水道部長来庁応対
 ・坂田孝志県議会議長就任祝賀会
22日 ・JA上益城総代会
 ・嘉島町社会福祉協議会評議員会
 ・ 熊本県市町村職員共済組合理事会、組合会、
 　意見交換会
25日 ・上京
 ・地方公共団体情報システム機構代表者会議
 ・嘉島町広域協定運営委員会設立総会
26日 ・課長会議
 ・ふるさと農地未来づくり運動推進本部
 ・熊本県農業公社評議員会
 ・熊本県共同募金会評議員会
 ・熊本県建設技術センター評議員会
27日 ・上京（～28日まで）　・熊本県町村会要望活動
28日 ・静岡県清水町災害時相互応援協定締結式
29日 ・熊本県都市計画審議会
 ・熊本県農業信用基金協会総会
 ・年金者連盟嘉島町分会
 ・嘉島町社会を明るくする運動実施委員会
 ・明和不動産来庁応対　・進出企業連絡協議会総会
30日 ・熊本県商工会青年部合同研修会

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

野
上　

良
一　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

重
信　

様　

　

福
田　

紀
男　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

道
子　

様

　

村
山　

重
博　

様
（
熊
本
市
）

　
　
　

亡　

ナ
ツ
子　

様

　

藤
田　

智
恵
子　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

役　

様

　

髙
木　

利
雄　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

利
光　

様

　

境
野　

修　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

節
子　

様

　

髙
木　

夢
生　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

健
次　

様

　

浦
田　

夏
美　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

厚
雄　

様

　

木
下　

利
信　

様
（
上
仲
間
）

　
　
　

亡　

正
善　

様

　

鶴
田　

ミ
チ
ヨ　

様（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

行
一　

様

　
　
　
　
　
　
　

６
月
15
日
現
在

安
倍
首
相
は
じ
め
関
係
閣
僚
と
顔
を
合
わ
せ
た

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
席
上
、
改
め
て
熊

本
地
震
被
災
者
の
恒
久
的
な
住
ま
い
確
保
や
創
造

的
復
興
へ
の
変
わ
ら
ぬ
後
押
し
を
お
願
い
し
ま
し

た
。「地

方
の
声
」
を
国
政
に
届
け
る
た
め
、
参
院

合
区
「
鳥
取
・
島
根
」「
徳
島
・
高
知
」
の
早
期

解
消
も
与
野
党
各
党
に
働
き
掛
け
て
も
い
ま
す
。

「
都
道
府
県
単
位
の
代
表
を
」
と
の
趣
旨
。
選
挙

制
度
に
関
し
て
は
裁
判
所
の
〝
１
票
の
格
差
〞
判

断
が
あ
る
も
の
の
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど

に
よ
る
「
人
口
分
布
の
い
び
つ
さ
は
想
定
外
」
と

い
う
声
も
昨
今
、
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
は
全
国
津
々
浦
々
―

町
や
村
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
「
地
方
の
声
」
こ
そ
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
地
方
創
生
が
求
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん

で
も
あ
り
ま
す
。

梅
雨
時
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
へ
。
ど
ん
な
に
防

災
・
減
災
に
努
め
て
み
て
も
「
災
害
が
起
き
な
い

よ
う
に
」
と
ひ
た
す
ら
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
１
日
）

安倍首相ら閣僚との協議に当たり、熊本
地震からの支援を改めて求めた荒木町長
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発行日　平成30年７月13日

嘉島町の人口動態
平成30年６ 月30日現在

（前月比）

人   口 9,331 人　

　男　　 4,550 人　

　女　　 4,781 人

世帯数　 3,520 世帯　（＋11）

　

梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
季
節
で

す
ね
。
後
を
絶
た
な
い
大
規
模
な
地

震
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
を
思
う
と

胸
が
痛
み
ま
す
。
備
蓄
品
や
家
具
の

固
定
な
ど
家
の
中
の「
備
え
」に
加
え
、

普
段
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
が
大

き
な
「
備
え
」
に
な
る
こ
と
は
、
私

た
ち
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と

の
一
つ
で
す
ね
。

（
宮
）

　（＋ 3）

　（＋12）

　（＋15）

　

嘉
島
町
の
滝
河
原
女
性
部
（
本

田
悦
子
部
長
）
役
員
ら
10
人
が
６

月
10
日
、ご
み
出
し
「
分
別
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
呼
び

掛
け
る
看
板
を
作
成
し
ま
し
た
。

昨
年
の
「
犬
の
ふ
ん
」
後
始
末
呼

び
掛
け
に
続
く
〝
第
二
弾
〞
。

　

手
作
り
看
板
は
早
速
、
地
区
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
付
け
。

副
部
長
の
中
瀨
良
子
さ
ん
は
「
地

域
ぐ
る
み
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

取
り
組
む
こ
と
で
少
し
で
も
環
境

美
化
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し
て

い
ま
す
。 地

域
ぐ
る
み
で

☎

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

桑
島
　
茉
子（
ま
こ
）
ち
ゃ
ん

平
成
29
年
10
月
22
日
生

これからも仲良く元気に育ってね♡

太田　慎之助（しんのすけ）くん　７歳

平成29年11月25日生
　　　聖麻（しょうま）くん

「咲かせます」
橋本　ユキ子さん（北甘木）

ご両親：太田　慎吾さん、百合子さん(上島)
いつも笑顔をありがとう♪

ご両親：桑島　祥悟朗さん、由紀さん(上島)

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン絵

手
紙


